
 

令和７年度 第１回 

 

印西市総合教育会議 

 

会議録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年５月１９日



 令和７年度 第１回 印西市総合教育会議 会議録 

        

日時：令和７年５月１９日(月)    

１３時１５分～１６時３０分  

場所：印西市役所農業委員会会議室  

 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

（１）印西市のこれからの教育について（市長・教育長） 

（２）印西市の教育の現状について 

（３）印西市教育大綱の策定について 

４．閉会 

 

出席者(６名)  

印西市長 藤代 健吾 

印西市教育委員会 教育長 渡邉 義規 

印西市教育委員会 教育長職務代理者  寺田 充良 

印西市教育委員会 委員  豊田 光弘 

印西市教育委員会 委員  長尾 香奈 

印西市教育委員会 委員  屋敷  毅 

 

市長部局 

 副市長 染谷 豊 

 副市長 野﨑 崇正 

企画財政部長 米井 雅俊 

企画財政部企画政策課長 武藤 誠 

企画財政部企画政策課長補佐 草間 喜克 

企画財政部企画政策課政策推進係長 藤代 悠子 

 

教育部 

教育委員会教育部長  伊藤 章 

教育委員会教育部教育総務課長 鈴木 圭一 

教育委員会教育部教育総務課長補佐 木﨑 和博 

教育委員会教育部教育総務課総務係長 中野 竜一 

教育委員会教育部学務課長 加藤 知巳 

教育委員会教育部学務課学校適正配置推進係長 小名木 俊宏 

 教育委員会教育部指導課長 岡田 光靖 

 教育委員会教育部指導課副参事 深澤 淳一 

 教育委員会教育部教育ＤＸ専門官 松本 博幸 

 教育委員会教育部教育センター長 斉藤 睦雄



- 1 - 

 

 

(午後１時１５分) 

企画政策課長 

（進行） 

それではただいまから令和７年度第１回印西市総合教育会議を開会いた

します。 

 会議につきましては、印西市総合教育会議設置要綱第４条の規定によ

り、会議の議長は藤代市長にお願いいたします。 

  
藤代市長 

（議長） 

今日ですけれども、ＹｏｕＴｕｂｅライブの配信とまた傍聴の方々も少

し普段よりは多めに席を用意させていただきました。 

 今日ですね、印西市のこれからの教育について、皆さんと議論させてい

ただくということもありましたので、非常に大事な論点だろうということ

で、こうした多くの方々に聞いていただけるよう、見ていただけるよう、

職員の方々にご尽力いただいて用意をさせていただいたということであり

ます。 

 それでですね、今日ちょっと長くなります。 

 先ほど議題の順番等資料の番号が合ってないって話ありましたけれど

も、私の方で直前にお願いをして、順番も変えさせていただきましたの

で、その意味においては皆さんに改めてお詫びを申し上げたいと思いま

す。 

 今日ですね、議論をしたいと思っているのはこの教育大綱と教育振興基

本計画と言われるものです。 

 言い換えますと、これからの教育について、皆さんと議論をしたいと考

えております。 

 常々私が申し上げているのが、教育が１丁目１番地であるということ

を、これも市長になる前から、なった後も、口を酸っぱく何度も何十回も

何百回も言っているわけですけれども、何で教育が重要なのか。 

まずはアイスブレイク的に教育委員の皆さんにちょっとご意見をお伺い

したいと思います。 

 教育長は次に自分の説明でまた話しますもんね。 

 教育長はちょっとパスということで、後の楽しみということで、委員の

方々いかがですか。 

 いきなり無茶な振り方でありますけれども。 

 長尾さんいきますか。後の方がいいですか。 

 せっかくなので、今日、副市長両名来てるので、野﨑副市長からいかが

でしょうか。 

  
野﨑副市長 いきなり無茶ぶりをされたなということで、ちょっとどうしようかなと

思いますけれども。 

やっぱり自治体にとって教育、子どもたちが、すこやかに育んでいくと

いう意味で、いろいろまちづくり都市計画だとか、いろんな環境だとか、

子育て支援ありますけれども、やっぱりこの印西市で育っていただくお子

さんたちが、最初に学ぶのはやっぱり義務教育ですから、そこをしっか
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り、所管している市としてしっかりと質の高い教育を提供するということ

は、すごく大事なのかなというふうに思ってます。 

 すいませんちょっと突然振られてしまって。 

  
藤代市長 

（議長） 

いやいや、さすが印西の教育で育った野﨑副市長だなと思いました。 

 ついで、染谷副市長も。 

次は教育委員の皆さんに行きますからね。お１人はお答えいただきま

す。 

  
染谷副市長 よく振られることが多いので、何を言おうか今悩んでますけど、やはり

人を育てるってことは、家庭教育があって、学校教育があって、そして社

会教育、生涯学習、生涯教育があると。いろんな場面で教育ってのはベー

スにあるんじゃないかなと思ってます。 

 やっぱり人が育てる、人を育てる、やっぱり教育がベースとなって、こ

の社会があるのかなと思いますので、非常に大切なものだと思ってます。 

 簡単でございますが以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

すみません。 

困ると副市長に振るってのは私もよくない癖だなと最近思い始めてるんで

すけど。 

 戻ってきて、寺田さんいかがですか。 

  
寺田教育長職

務代理者 

寺田と申します、よろしくお願いします。 

やはりいろんな国で、今、戦争やら色々トラブルが起きていますけど、

どうしても教育環境が違うっていうか、そういうレベルで、戦争やら、貧

富の差が起きていると思うんですよ。 

 やっぱり日本はかなり高度な教育になっていますから、全体的に努力を

し、人間性ができているもんで貧富の差が起きてないと思うんですよ。 

 今後もやっぱり世界のリーダーを取っていくためには、教育が一番大事

だと思います。 

 特に印西の場合は、人口が急増していますので、市民と新住民と教育の

差がないように頑張っていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

他、教育委員でお答えされたい方はいますか。 

大丈夫ですか。 

これ、ずっと言ってるんですけど、私なりに思うのがですね、やっぱり

子どもたちが地域の未来なんですよね。 

地域というか、社会そのものが、人がいなければ成り立たないわけで

す。 

ですので、この地域の未来はイコール子どもたちの未来なわけですね。 
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ですので、地域にとって子どもたちが宝であるというのが、私が常々思

っていることです。 

なので、子どもたちにはなるべく一番の教育環境を用意したいという思

いでいるわけです。当然ながら今できていないことがたくさんあることも

承知はしているわけです。 

教育の目的は何か、これもお答えしづらいかもしれないので、私なりの

答えを言ってしまうと、子どもたちがこれからも幸せに生きていく力を育

むことなのかなと思っています。 

これには色々な意味があるわけですけれども、せっかくこの地域で生ま

れ育った子どもたちであるならば、その子どもたちにやっぱり幸せな人生

を歩んでいただきたいというのは、多分親御さんだけじゃなくて地域の多

くの方々が思っているんじゃないかと思いますし、今日この場も含めてで

すけど、色々な子どもたちのための活動をされている方々がいらっしゃい

ますけれども、そうした方々もおそらくそういった思いを抱きながら活動

されてるんじゃないかなと思っているところです。 

今回お話しする、教育大綱と教育振興基本計画は、法律上の位置付けは

ちょっと細かいので、私なりに整理をすると、こんな感じかなと思ってい

まして。 

教育大綱、これが一番上位にあるわけですけど、これは要は目指す姿で

すね。印西市の教育はどこを目指すのかということを示しているのが教育

大綱。 

そして、それをどう実現していくのかという戦略の部分ですね。これが

教育振興基本計画というのが私なりの整理の仕方であります。なので、一

番大事という話ですね。市の教育の方向性を決めるということです。 

今回令和８年度、来年度に向けて新しい大綱と基本計画を作るという改

定のタイミングにあるわけです。なので、私としてはこれに徹底的にこだ

わりたいということで、今回かなり特殊でありますけれども、こうした場

を設けていただいたわけであります。 

何にこだわるかというと幾つかあるのですけど、１つは内容ですね。あ

まりこれまでの文章にとらわれることなくですね、これからの時代におい

て子どもたちが、しっかりと幸せに生きていけるための教育を実現するた

めにどうしたらいいのか、ということを徹底的に示せるような内容にした

いと思っています。 

あともう１つ、伝え方ですね。 

行政の文章も堅い、文章が多い、わかりづらいとよく言われます。圧倒

的に伝わりやすいものにしたいですね。 

何でかというと、子どもたちにも見て欲しいですし、ご家族の皆さんに

も当然ながら見て欲しいですけれど、やはり教育って多くの方々が関わら

れているので、なるべく多くの方々に見ていただいて、同じ方向を一緒に

向いていっていただきたいという思いがあります。 

１つ事例をご紹介します。 
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これですね、真ん中にＢＥ ＴＨＥ ＰＬＡＹＥＲって書いてありますけ

ど、これ表紙なんですよ。石川県加賀市の学校教育ビジョン。印西市でい

うところの教育大綱ですね。 

これの表紙がこんな感じなんです。おしゃれなんですよね。見たくなる

デザインですね。中身を見てみるとこれちょっと小さいのですけれども、

概要の１枚ですね。もうちょっと大きなものはこんな感じですね、これを

見ていただくとこれまでの教室の学びのあり方がこうで、これからこう変

わっていきますということも、デザインなんかも、使いながらお示しをし

ているわけです。 

これは１つの例ではありますけれども、もう少し軽やかにというか、行

政の文章っていえばこういうものだっていう既成の概念を超えて、こうい

ったものを我々も目指してもいいんじゃないかなというのが私が思ってい

ることですね。 

 あともう１つ、作り方ですね。 

やっぱり公開の場、こういった場での議論を大切にしたいと思っていま

す。 

今までどうしても事前に事務方で案を固めて、それを一応会議にお諮り

をしてっていうことが、色々なところで多かったわけですけれども、多く

の方々に関係するものですから、こういった策定の中での議論も含めて、

しっかりと多くの方々に見ていただきたいと、そのように感じています。 

それがまさにこの総合教育会議の場ですね。 

あともう１つは、やっぱりみんなで作りたいので、いろんな市民の方々

のところとお子さんたちのところにお話を聞きに行って、しっかり対話し

ながら、実際皆さんが何を考えているのか、どういう場を作っていきたい

のかということを伺いながら、一緒に作っていきたいという思いでおりま

す。 

ですので、これからいろんな学校にも行きたいと思っていますし、先生

方の話もぜひ伺いたいと思ってる次第です。 

 あともう１つ。市役所も、一体になって作ると。今まで別々に作ってた

んですよね。 

 教育大綱っていうと、ご存じの方は多いと思いますけれども。教育って

少し特殊で、普通は市長のもとにすべての事業があるわけですけれども、

教育だけは教育委員会なんです。教育を司っているのが横にいる教育長な

わけです。何でかというと、教育に対する政治の中立性っていう原則があ

るからです。 

 なので、あまり、今までこの市長サイドが、この教育の中身について議

論することはなかったのですけれども、ただ、やはりその子どもたちの環

境のこと、学びの環境整備をしていく上ではやはり我々市長、市長部局が

果たす役割も非常に大きいというところがあります。 

 ですので、今回一緒に作ろうということで、この教育大綱と教育振興基

本計画を１つにしてはどうか、ということを提案をさせていただきまし

た。 
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 まだ名前は考えているところですけれども、印西市教育ビジョンのよう

な形で、１つのものとして作っていけるといいのではないかなというふう

に考えています。 

 最初のパートの最後になりますけれども、我々としては、本気で子ども

たちと教育に向き合っていきたいという思いでいます。 

 今色々な課題が噴出していて、なかなかすべての方にお答えはできてな

くてですね、非常に悩ましいことも多いのですけれども、ただ、やはりこ

の教育、そして子どもたちが、地域にとっては一番の宝でありますので、

しっかりと向き合っていきたいという覚悟の意味も込めて今回こうした場

を設けさせていただいているところです。 

 この後の流れとしては、まずはどういうことを目指したらいいのかって

いうところのたたき台として、私と教育長からそれぞれ教育に対する思

い・感覚・考え方について少しお伝えをさせていただきたいと思います。 

まず私から。 

 こういうとき最初に考えなきゃいけないのが、やっぱり世の中の流れっ

てやつですね。私たちを取り巻く世界はどうなっているのかということで

あります。 

 私なりに、そんなに広い世界を見てきたわけでもないのですけれども、

特に社会人になってから感じていることなんかも踏まえながら少しお伝え

をさせていただきます。 

 ＶＵＣＡという言葉があります。 

 ご存じの方も多いと思いますけれども、変動性、不確実性、複雑性、曖

昧性というこの４つの英単語の頭文字を取ってＶＵＣＡ。言い換えると変

化が激しくて先が見通せない、正解がない世界といった言葉で、こういっ

た言葉がすごく色々なとこで使われるようになってきました。 

 私がこれが１つのこれからの世界を読み解く、世界の中で生きていくキ

ーワードなんだろうなと思いながら今、いろいろと物事に当たっていると

ころであります。 

１つの例はこれですね、新型コロナウイルス。２０２０年の年明け以降

流行したわけですけれども、２０１９年の時点でこういったものが発生し

て流行するってのはおそらく誰も想像していなかったはずです。こういう

ことが普通に起こりうるっていうことがこのＶＵＣＡの時代の特徴であり

ます。 

 あともう１つ、変化が激しい。 

世界は急激に変化をしていると、これはやはり我々としては押さえなけ

ればいけないポイントなのだろうなと思います。これを前提として生きて

いかなければいけないということだと思っています。 

 私、２０１５年から１７年に中国の中に特別行政区で香港がありますけ

れども、そこに２年間駐在をしていました。その隣に深圳というエリアが

ありますね。経済特区であります。１９９０年代はこういう田舎町だった

わけですね。それが今どうなっているのかというと、こんな感じなわけで

すね。大阪府と同じようなところに１８００万人ぐらい人が住んでいて。
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ハードウェアのシリコンバレーと言われています。ハードウェア、例えば

ですけど、ドローンとか。ドローンの世界最大手ＤＪＩだったかな、本社

があったりとか、あとは最近で言うとＢＹＤ。日本でも進出してきていま

すけど、世界的な、今テスラと競うような大手になっていますけど、ＢＹ

Ｄの本社、この本社もこの深圳にあるわけです。 

 他にも、例えば携帯等々を作っているＨｕａｗｅｉであるとか、あとは

中国版のアマゾンみたいな会社ですかねテンセントとか、こういった会社

の本社もこの深圳にあるわけであります。 

 ３０年前はこれですからね。本当に３０年でこんな街になって、世界的

な会社が何社も生まれてるというので、こういう１０００万人、下手する

と１億人を超えるような大都市圏が中国には何ヶ所もあるわけですね。 

 こうした変化が私たちの周りで起こってるということです。 

 あとは自動運転車ですね。 

 これ左が中国、右側がアメリカなわけですけれども、中国に行くと、例

えばさっきの深圳なんかに行くと、もう人が乗っていない、自動運転タク

シーが運転を開始していて、そこで支払い等々も電子決済で済ませられ

て、といったような世界にもう到達しているということです。 

 一応これまで日本の、世界の中で日本をいい国でっていうことをモット

ーにしてきて働いてきた人間でもありますので、非常に実は危機感を持っ

ているのはこういった分野でもあります。 

 あともう１つ、生成ＡＩの衝撃ですね。 

 この背景の画像ですけど、これ実は生成ＡＩが作ったんですよ。Ｃｈａ

ｔＧＰＴに、明日、教育の講演するのだけど、なにか生成ＡＩぽい、脳み

そっぽいイメージのを作ってと言ったらこれが１秒ぐらいで出てきまし

た。 

 これは、本当に今までの働き方の概念が変わるのだろうなと思っていま

す。 

 私ずっとコンサルタントをやっていましたけど、多分コンサルの仕事も

かなり、今までのやり方が変わっていく、ないしはなくなっていくのだろ

うなということをすごく今感じている次第です。 

 ただ、本当に数年前にはＣｈａｔＧＰＴなんか想像できなかったわけで

すので、本当に社会、世界はすごい速度で変わっているのだなっていうこ

とを感じています。 

 否が応にやっぱりこういう世界と向き合っていかなきゃいけないのです

よね。 

 ネガティブなことはたくさん言いたくないのですけど、よく示される世

界ＧＤＰの中で日本のシェア。一番高かったのは１９９５年です。ここに

載っていないですけど、１７．５％あったものが、２０００年には１４．

６％になり、２０２０年は５．９％まで下がっているわけです。世界は成

長しているけれども、日本はもしかしたら、少し遅れをとっているのかも

しれないということですね。 

 これが、時価総額っていう、企業の価値です。 
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 ８９年の１２月って、副市長は覚えているかもしれないですけど、最近

最高値を更新しましたけど、日本の株価が最高値をつけたタイミングがこ

の８９年の１２月というタイミングであります。世界のトップ１０の企業

の実は７社が日本だったという。一番上にＮＴＴがいて、そのあと銀行、

今もう１つも残ってないですけどね。統合等して残っていないわけですけ

ど、銀行があって、東京電力がいると。 

 かたや、右側を見ていただくと、１社もないわけですね。ほぼアメリカ

で、１社だけサウジアラムコって、これは石油の会社ですね。マイクロソ

フトがいて、アップルがいて、エヌビディアがいて、生成ＡＩの半導体を

作っている会社ですね。アルファベットはグーグルの親会社、アマゾンは

皆さんご存じのアマゾン、メタはフェイスブックとかインスタグラムの会

社ですね。バークシャー・ハサウェイは世界的な投資家でウォーレン・バ

フェットがやっている投資会社。イーライリリーってあまり私も存じ上げ

てなかったですが、製薬会社ですね。そしてテスラ、電気自動車ですね。 

 というふうに、世界は大きく動いているわけであります。こうした中で

やっぱり子どもたちに、どうしたら幸せにこれからも生きてもらえるかっ

てことを考えなきゃいけないのだろうと、私はすごく危機感を持って感じ

ているところであります。 

 よくお金だけじゃないよねっていう話もあるのだと思います。「じゃあ

幸福なの？」という話が次に来るのだと思うのですけど、これ日本人の幸

福度です。世界の中で見ると、あんまり高くないのかもしれない、という

話ですね。これは１３０国ぐらいだったかな、その中での４７位という、

そんな話です。トップの方は北欧が多いんですよね。フィンランド、デン

マーク、この辺は北欧ですね。あとは６位スウェーデンとか、ノルウェ

ー、スイス、ルクセンブルク、これは、欧州の真ん中ですか。 

あと、子どもたちですね。子どもたちの幸福度ってのもユニセフが報告

書を出していますけれども、これを見ると、先進国の中では必ずしも高く

ないという話があるわけです。 

 果たしてこれでいいのか、いろんな方がご尽力いただいている中にあっ

て、なぜこうなのかということをやはり我々は考えていかなければいけな

いのだろうと思います。 

 あと最近、気候変動ですね。 

 気温が２度上がると、サンゴ礁の９割が死滅すると言われていますけれ

ども、直接的にはいろんな災害が起きたりとか、あとは食糧危機、これが

本当に来ると言われているわけです。 

 この環境を守るために市内の方々も様々な活動をしていただいています

けれども、やはりこれは我々が外せない論点になってくるのだろうと思い

ます。 

 あと１つ、多様性ですね。 

 多様性って聞くと、海外に色々な人がいてとか、そんなことを思う人も

多いんですよ。実は教室の中でも多様性が増しているんですよね。 

これは加賀市の学校教育ビジョンの抜粋です。 
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これ、３５人学級の中でどんな子たちがいるのかということの統計的な

データから図で示したものですね。 

 発達障害の子たち、その可能性のある子たちが大体３.６人ぐらい、３５

人の中にいますと。特異な才能、これはギフテッドってやつですね。（ギ

フテッドで）ある子どもたちは１人近く、大体１人ぐらいいるんじゃない

か。不登校傾向は４人ぐらいいるんじゃないか。日本語をあんまり話さな

い子どもたちも大体１クラス１人ぐらいいるんじゃないか。本当に実は教

室の中にも多様性が広がっているっていう話ですね。 

この多様性に、３５人全員違うという事態に、先生１人対応するのはか

なりつらいですよね。というのを、やはりこの表をなんか見るとすごく感

じるんですよね。 

 そしてもう１つ、孤独、孤立化。 

 職員研修でも出した本なんですけど、『孤独なボウリング』っていう本

があります。これ何かというと、アメリカ、１９９０年代後半とかですか

ね。ロバート・パットナムって社会学者の方が書いた本なんですけど、老

後、リタイアした後のお父さん、友達がいないから１人でボーリングをし

てますという。なんかどこかで聞いたことある話じゃないかなって。 

これ日本でも当然ある話ですし、さらに言うと、世代問わずこういう状

況にある方々が増えているんじゃないかなっていう。昔と比べると、やっ

ぱり色々な繋がりが薄くなってきている。これの何が悪いのって話なんで

すけど、人を幸せにしないって話ですね。 

これウェルビーイングです。 

幸福と相関の高い４因子って、慶應の前野先生というウェルビーイング

の研究で有名な方ですけれども。（その方が）挙げられている中で、１

つ、やっぱり繋がりがあった方が幸せになれるという、そんな話ですね。 

 例えばですけど、孤独と健康の関係でいうと、孤独な方の方が死亡率が

高い、みたいなこともあったりするわけですね。 

 だから、この孤独というのは大きなキーワードの１つなんだろうと思っ

ています。 

 あとちょっと、硬い話をしますけれども、あえて民主主義は危機みたい

なことを書いていますけれども、政治に対する距離感ですね。多分、多く

の方々が、すごく政治に距離を感じているのだと思うんですよね。何でな

のかというと、こういう話ですね。自分のことだと思ってないという話で

す。政治は人がやるものだと思っている方が、もしかしたら多いのかもし

れないって話ですね。 

 昔は車座になってみんなで町のこととか考えていたわけです。それでこ

れからこの町をどうして行くか、さらに言うと、例えば近くの道路をどう

やって整備していくかとかね。昔だったらみんなで一緒に道とか作ったわ

けですよね。それから、今はやっぱり政治とか民主主義っていうと、多分

投票っていうところを思い浮かべる方が多いんじゃないかと思います。な

んですけど、本来まちづくりってみんなでやっていくもののはずで、当然

ながら、この代議制っていうか、その間接民主制も大事なんですけれど
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も、それに加えてみんなでまちをつくっていくっていう、本来的なあり方

っていうのをもう少し、見直していかないと、どんどんどんどん、このま

ちづくりとか政治との距離って離れていっちゃうんじゃないかなっての

が、１つ大きな危機感として思っているとこです。 

だから、自分で社会を変えるって思っている方の割合って低いって話

が、他の国と比べてありますけれども、多分こういうところに１つの要因

があるのかなというのは、思ったりしているところですね。 

 あともう１つ大事なことで、バーチャルとかデジタル世界、こういった

ものが広がっているっていうところです。 

 皆さん、普通に今インターネットで調べものをしたりとかものを書いた

りとかするじゃないですか。でもこれって普通になったのはここ数十年で

すよね。１０００年、２０００年前って、そんなことなかったわけで、人

はもうリアルに自分の全身を動かしながら日々生活してきたのが、最近例

えば子どもを見ていても、うちの子なんかもそうですけど、家でゲームっ

ていうかね、やっているみたいな、こういう世界ですよね。 

 人間ってもともと動物なので、果たしてそれで大丈夫？いいのかなって

思うわけです。 

 これは１例ですけど、自然が豊かな中で、泥んこになって遊んでいる、

この風景を見たときに何かやっぱりいいなって思うのは、何か人間の本能

なんじゃないかなって僕は思ったりするわけですね。この人間の動物的な

もの、こういったものが薄れていくっていうのが果たして、教育上いいの

かっていうのは、私はすごく感じているところです。 

 当然ながらデジタルを使いこなすっていうのは大事なんですけど、一方

で、その本来人間が持っていた、動物が持っていた機能っていうことが退

化していくってことが果たしていいのかどうか。ここをバランスさせるこ

とが、すごく大事なんじゃないかなということを感じている次第です。 

 その上で、どんな能力が求められていくのか、力が求められていくの

か、言い換えると子どもたちが幸せに生きるためにはどんな力が必要なの

か、ということについて少しお話をしたいと思います。 

 大きく３つかなと思っていまして。 

 主体性っていう話ですね。これ２つあって、己自身に対する主体性って

話と社会への主体性って話。 

 あとは体に紐づくものですね。さっき申し上げたような話ですね。身体

性、身体知、身体感覚みたいなもの。 

 もう少し具体的に見ていきたいと思います。 

 １つ目の己への主体性ってやつですね。 

 これもいくつか分けられると思っていまして、１つは、一番大事なもの

はリーダーシップ、自分で決めるっていうことかなと思っています。先ほ

ど申し上げた通り、答えがない、変化が激しい時代ですので、昔だったら

何となくこういう学校に行ってこういう会社に行って、こういう生き方を

してっていう、何となくの最適解があったような気もしますけれども、多

分それが通じないんだとすると、自分で決めるしかないわけですね。英語
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で言うとリードマイセルフとか、私が好きな言葉で言うとスタンドアロー

ンっていう言葉がありますね。己が己で立つっていうことです。そのとき

にもう１つ大事なのが、やっぱり自己犠牲だともたないんですよね。やっ

ぱり自分で幸せを見つける力、幸せである力、子どもたちに向けるんだっ

たら好きを見つける力ですかね。こういったものを自分で探していく、見

つけていくっていう力がすごく大事になってくるんじゃないかなと思って

います。 

 当然ながら答えがないわけなので、そういった問いに対して向き合っ

て、さらに言えば行動し続ける力っていうんですかね。言い換えると、探

求力とか、ないしは常識、今まであったものを疑う力、そして創造する力

ですね。何かを作っていくってことですね、新しく。 

これがすべて悪いとは言わないんですけれども、よく言われるのが前例

踏襲とかルールに従うとか、形式主義とかね、上意下達とかっていう言い

方をしますけれども。何でこれがよかったか、逆に言うと何でこれで今課

題が多いのかっていう話です。 

 変化が激しくない、要は変化がない社会においては何が一番の最適解と

いえば、今までやってきた成功パターンをまねすることです。それが前例

踏襲でありルールに従うって話だし、そうだとすると同じことをやってい

ればいいので、議論する必要もないので、会議も形式的になっていくわけ

ですね。議論じゃなくて、単に上がってきたものを決裁すると。 

 当然ながら上の方々のほうが経験している年数が長いので、上の人に従

えばいいっていう、これがまさに変化が少なかった世界における成功パタ

ーンですね。 

 ですが、変化が激しくなってきて、答えがないという中にあって、今ま

で通りやっていたら果たして対応できるのかっていうことがあるんだと思

います。 

 だから変わらなきゃいけないって話です。 

 そのときに大事な心構えというのが変化を恐れないって話ですね。人と

いうか、動物は変化が怖いはずです。生命の危機に要は違うこと、新しい

ことをやるっていうのは、リスクなので、なるべくだったら変化しないほ

うがいいっていう方向に人は流れていく、動物が流れていくんですけれど

も、これだけ変化が激しい中で、自分たちも変化してかないと、なかなか

対応できないんだとすると、やっぱり変化を恐れないっていうか変化をし

なやかに受け入れていって、さらにいっちゃえばそれを楽しめるぐらいの

心持ちがないと、これから難しくなっていくのかなということは感じてい

る次第ですね。 

 あともう１つ、社会の主体性ってやつです。 

 自分たちで社会を作っていくっていうマインドですね。 

 １つには多様性、さっきの話ですね。ないしはお互いをやっぱり尊重す

るということ。これだけいろんな方々がいる中では、やっぱり己だけでは

生きられないんだと思うんですけど、己も大事なんですけれども、そんな

中でお互いに、違いを認めた上で、対話を通じて社会をつくっていくって
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いうこの感覚を醸成していくっていう、今日この場もそうですよね。今

回、コメントは後ろの方々とか傍聴の方々とかオンラインから求めないで

すけども。そういった場をこれから作っていくわけです。実際皆さんが言

った内容、対話した内容がこれからの教育大綱とか教育基本計画、教育ビ

ジョンですけど、反映されていくわけですよね。 

さらに言えば皆さんが日々されている活動そのものがまちの教育を作って

いるわけですね。 

 なので、自分たちで社会を作れるんだなっていう感覚を持っていただい

て、実際に作っていくっていう、これがこれからの社会においてすごく大

事な力の１つだと私は思っています。 

 あとさっきの身体に紐づくものですね。 

 やっぱり、私は世の中に繋がっている感覚、健康であることは大前提な

んですけど、その上で、社会との接点、地域の方との接点、あとは自然と

の接点、こういった、人間ならではの営みに紐づくものっていうか動物な

らではの営みに紐づくものっていう感覚をやっぱり持っていく必要が、何

か大事なんじゃないかなということを少し感じています。 

 この辺りは専門の方々の科学的なご知見をぜひお借りしたい分野かなと

思っています。 

 あと若干補足です。 

 最近言われるのがデジタル教育、例えばですけど、書く力が弱っていく

から、ちょっとデジタル教育から１回距離を置きますとかね、グローバル

マインド、別にすべての人が海外の人と接するわけじゃないでしょうと聞

くんですけれども。私、これはね、現代における読み書きそろばんと一緒

だと思っているんですよ。基礎的素養ってやつです。何でかっていうと、

さっきの生成ＡＩしかり、僕たちはもうデジタルっていう分野から、もう

逃れられないんです。これだけ影響を持っていて、多分、私たちの子ども

たちも、これらから逃れられない世界が続いていくんだと思います。さら

に言えば世界はどんどんどんどん繋がっていきます。だとしたときに、こ

のグローバルマインドを持たないってわけにいかないんだと思うんですよ

ね。グローバルに対する知見というか理解というか、そういったものです

よね。 

 なので、これがこれからの社会において１つの素養になっていくので、

やはりこれはベースのものとして見つける必要があるだろうってのが私の

今のところの考えです。 

 なので、この前提の中でいろんな副作用があるんですけど、それをうま

く緩和しながら、子どもたちにこういった素養を身につけてもらうことが

すごく大事だと思っています。 

さっき生成ＡＩの話をしましたのでちょっと字が見づらいのですが、ご

参考までですけど、実は今回の講演資料を作った後で、同じお題で生成Ａ

Ｉに作ってもらったんですよ。 

 それがこれです。結構いいこと書いているんですよね。未来を拓く印西

の教育っていう講演のポイントにあって、これからの世の中がどうなって
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いくか。予測不可能な社会、変化の激しさ、主体的な学び、創造力、問題

解決力、多様性、グローバル、共感力、異文化理解、テクノロジーの進

化、プログラミング教育。最後を見ていくと、探求型学習とか、ＳＴＥＡ

Ｍ教育とか、ＩＣＴ環境の整備とか、グローバル教育とか、地域の連携強

化とかね、教員の研修強化とか、保護者や地域住民との連携とか、かなり

的を射ているんですよね。 

 これはすごいなと思って。 

 しかも最後に、これらの要素を踏まえ、印西市の子どもたちが未来社会

で活躍し、幸せな人生を送ることができるよう、力強いメッセージを発信

されることを期待しています、頑張ってくださいって言うのが。 

 いや、何か応援されちゃったなって感じですけど、いやなんか、そのま

んま私が考えていることが最後に書いてあって、若干ぞっとしたってのも

あります。 

 なので、この中にあって、多分これを使っていたら、私の今回の講演資

料作成の時間も多分３分の１ぐらいになっていた可能性があります。 

 だからこういうものとどう向き合うか、さらに言うと、これは、使えば

使うほど考えなくなってくる可能性があるんですよね。人が。 

 だからそことのバランスをどう取るかってすごく、深淵というか、大事

な論点だなって今回自分で使ってみて思いました。 

 あともう１個、これはぜひ皆さん認識していただきたいのが、相反する

概念ですね、これをどう統合するか、結合するかはすごく大事です。日本

人だけではないと思うんです。ありがちなのが、どっちかに振れる。 

 例えば３つの組織の調和ですよね。 

 組織に従うのは嫌だよっていう、自分のものを大事にしたいとかね。人

の幸せ云々っていうかまずは自分だよねとか、逆に公務員に多いのが自己

犠牲ですね。自分の幸せじゃなくて自己犠牲。人・社会のために自分は頑

張りますみたいな。 

 これ、どっちかだと多分続かないんですよね。 

 一番ハッピーなのは、自分も幸せで、人も社会も幸せだったらそんなに

いいことないじゃないですか。 

 自分の思いが叶えられて、結果として組織も調和して、組織も同じ方向

でみんなで前に向いていけたら、そんなにいいことはないわけですね。 

 これってのは結構大事な話で、やっぱり相反する２つの概念をどう結合

していくかというのが、しなやかにバランス感覚を持って生きていく上で

はすごく大事だと思ってますし。 

 あともう１個言うと、これがイノベーションの種だったりするわけです

ね。 

 グランピングって皆さんご存じですかね。キャンプ場とかに、今、キャ

ンプ場にいながらにして、なんかおしゃれなテントっていうんですかね、

すごく快適でホテルみたいなとこに泊まれるみたいな。 

 あれは何かっていうと、アウトドアとか自然の豊かさを享受しながら都

市とかの利便性ですね、ホテルとかの利便性を享受するっていう２つの、
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ちょっと若干距離が離れているものを結合したっていうイノベーションの

例だと私は思っていて、結構見ていくとそういう話が多いんですよね。 

私も常にこれを意識して、ただ、私にとっては、だから、この仕事をや

りながら皆さんとまちをつくるっていうのは、結構、自分にとっての幸せ

でもありますし、その結果まちがよくなるんだったらいいなっていう。そ

うじゃないと、続いていかないんだと思うんですよね。疲れちゃう。 

 そんなことを今、思っている次第です。 

 まとめると、変化が激しくて、正解のない中なので、常に自分自身で自

分の人生を決めて行動ができるようになって欲しいなということと、多様

な人との対話を通じて、よりよい社会に向けた行動ができる、そんな人に

なって欲しいなという、そんな思いを持っています。 

 ちょっとだけ、市の教育の話をします。 

 本当、内容は教育長に譲りたいとこなんですけど、少しだけ。 

 今、文科省が唱えている学び、新しい学びの例ってたくさんあるんです

よ。 

 個別最適とか探究学習とかアクティブラーニングとかＳＴＥＡＭ教育、

英語、プログラミング、インクルーシブ、非認知能力、コミュニティスク

ール。 

 なんかさっきの社会潮流とか求める能力を踏まえた、結構いいことが書

いてあるじゃないですか。なんかそれっぽいじゃないですか。 

 思ったのが、新しい学びのあり方ってのはもう示されているんですよ

ね。あとは何かっていうと、僕らですね。大人が変わるって話です。 

 この環境、学びの環境を作っているのは僕らなので、僕ら大人がこの新

しいに環境合わせてどう変わっていくかというのが、多分今問われている

んだと思っています。 

そのときに一番大事になるのが、やはりリーダー、組織のトップなんで

すよね。市役所においては市長である私であり、教育長である渡邉教育

長。この２人がトップなわけなので、僕らがどうあるかっていうことがす

ごく大事だと思っています。 

 職員の皆さんにお願いをしたいのは、もうこれだけ変化が激しいわけな

ので、あんまりこう前例とか常識、ルールにとらわれずに、子どもたちの

幸せに生きる力を育むためにっていう論点に、徹底的にこだわって欲しい

なと思っています。 

今日の、ここの場の作り方もかなりイレギュラーだと思いますし、それこ

そ直前１０分前にいきなり議題の流れを変えてくれとかね、かなりイレギ

ュラーだと思うんですけれども、やっぱりそういうことなんですよね。 

 こうあらねばならないってことは１回取っ払った上で、この論点のため

に何ができるかってのを、徹底して常に考えるということだと思っていま

す。 

 その上でですね、結構大事なのが印西の個性をどう生かすかって話で

す。いろんな教育の財産があると僕は思っていますし、確信をしていると

こです。 
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 １つにはさっき申し上げたような、こういう自然との接点ですね。これ

だけニュータウンから近いところに自然が残っている。これもニュータウ

ンを設計された方々がやはり思ってたはずなんですよね。 

 自然とともに生きてく、この千葉ニュータウンってのをどう作っていく

かっていうので、ニュータウンのすぐ近くに自然が豊富にあるわけです。 

 グローバルの接点。 

 もうめちゃくちゃ成田空港に近いわけですね、世界のゲートウェイなわ

けです、印西は。外資系の企業もたくさん今いらっしゃるわけです。 

 デジタル教育。 

 これ左側、原山小の去年の世界大会に出た子たち。で、右側、今年出る

子たちです。公教育でここまでできるわけですよね。世界大会に出るぐら

いの公教育を実践できるデジタル教育の財産をこの印西市は持っているわ

けですよね。 

 あとはですね、もう本当に常々思うのが、もう先生方もそうですし、教

育委員会の方々もそうです。もう皆さん本当にまっすぐな方が多いです。 

学校の外を見ても、子どもたちのことを思って、いろんな行動を起こさ

れている保護者の方、そして地域の方々がいらっしゃいます。 

 こうした方々がまさにこの地域の財産ですし、こうした地域の個性を生

かしていけば必ずや、なんですかね、印西らしい新しい教育の姿が僕は描

けるんじゃないかなと思っている次第です。 

 何となく全体整理するとこんな感じかなと思っているのが、ちょっと細

かいですけどね。 

 １つにはベースとなる共通の学びといったものがあって、これはさっき

の主体性を育むとか身体感覚とかね、デジタル、グローバルみたいな話が

ありますけど、これに対して、でも、いろんな子たちがいるわけです。 

 なので、それぞれの子たちに合った多様な選択肢ですね。なるべくたく

さんの選択肢を教室の外も含めて作っていくということが大事なんじゃな

いかなと思っています。 

 そしてそれを支えるインフラです。 

 一番は先生たちですね。軽やかに、前向きに働ける環境をどう作ってい

くか、そしてコミュニティ、地域の大人の皆さんとの接点であるとか、何

かそういう方々と一緒に学びの場を作っていくという環境を作っていくこ

とが大事なんじゃないかなと思っています。 

 最後、ともに創るって話です。 

 冒頭申し上げましたけれども、やはり教育って一部の方々のものではな

くて、子どもたち、そして地域の方々、保護者の方々、そして職員の皆さ

ん、先生方、いろんな方々がいらっしゃるわけです。 

 そういう方々と一緒に、印西で子どもたちに教育を受けさせたいなっ

て、自信を持っていろんな方に思ってもらえるような、僕らが自信を持て

るような、そんな環境を皆さんと作っていきたいと考えている次第であり

ます。 

 ということで大分駆け足でしたけども、一旦私からの説明は以上になり
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ますので、何かここで質疑等々があれば、教育委員の方々から受けたいと

思いますけれども、いかがでしょうか。 

 無茶ぶりなんですけれども長尾委員の方に、特に国際化っていう文脈で

いろいろ活動されてるかと思いますけれども、何か補足等々があればお願

いをいたします。 

  
長尾委員 私は現役子育て中の保護者として、今私が肌で感じていることや、子育て

中のママから聞いた話の中で、これをぜひ市の方で取り組んでいただきた

いという、声を受けたので、まずそれを届けさせていただいてもよろしい

でしょうか。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

もちろんです。お願いします。 

長尾委員 お願いします。 

先日あるママから声をかけていただいたんですが、そのママはパキスタ

ン出身のママさんなんですね。 

 日本語が何もしゃべれない状態で日本に来て、そこで結婚されて、子ど

もを出産されて、今はそのお子さんたちが高校生・中学生になられている

ママなんですが、ご自身の経験もありますし、その中で、そのお母さんは

今、学校で日本語がしゃべれない子どもたちに対してのサポーター、スク

ールサポーターをされたりとか、ご自身の家で英語を教えたり、日本の子

どもたちに英語を教えたりしている中で、感じていることは、印西市は今

どんどんグローバル化をしていて、インターナショナルスクールも誘致し

ようという働きが出てきている。その中で、やはり今もうすでに印西に住

んでいる外国の国籍がある子どもたちやその家庭がどれだけ問題を抱えて

いるか、ということをまず知ってもらいたいんだっていうことを言ってい

ました。 

 今、令和７年度現在、小学校で外国国籍がある子どもたちが１６６名、

中学校で６１名いるんですね。 

 その子どもたちの中で何人の子どもたちが日本語がしゃべれなくて、支

援を必要しているのかはちょっとわからないんですが、その中で日本語指

導員として、子どもたちをサポートされている方が１１名いるということ

を聞きました。 

 そのママが切実に訴えていたのが、まず、子どもたちを支える保護者が

日本の学校の文化を知らないっていうこと。あと日本の人たちと、つなが

れる場がない、あるはあるんですが、まず自分たちが日本で生活する上で

のこの日本のマナーを知ることがまだできていないと。 

 市からは、日本のマナーとかそういう資料を送ってきてもらえるんだけ

ど、でもやっぱりそれをまず、全く日本語がしゃべれない人だと、それを

読み取ることができない。その中でお母さんたち、お父さんたち、子ども

たちを支えてる保護者の方たちが孤立してしまっているっていうことも聞
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きました。 

 スクールサポーターの方たちは、スクールサポーター同士での情報共有

が、あまりうまくできていなかったりとか、自分がサポートする子どもの

親御さんの話を聞く機会がなかったりとか、ＡＬＴの先生たちと連携して

いく、学校とうまく連携していけるようなシステムがないというふうに言

っていました。 

その中で、令和６年度印西市外国人市民意識調査というものが今年の２

月に、市から発行されたものがあって、こちらを参考にさせていただこう

と思ったんですね。 

 その中で、日本で何らかの、この生活で困ったことがありますかってい

うことに対して、約５０％の人が困っていないと回答されていたんです

ね。 

 ですが、この意識調査なんですが、回答率が３２％だったんです。なの

で、印西に住む外国人のほとんどの方がこの調査票に回答していないって

いうことになるんですね。 

 その中で私たちが、本当のこの実態を知らないまま、このままこの多様

性の教育の現場、ここを私たちの頭だけで政策を進めていくと、もしかし

たら間違った方向に進んでしまうのではないかなとも思ったりします。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

おっしゃる通りでやっぱりまだまだ印西として、そういった海外からい

らっしゃった方々の現状を把握した上で、どうあるべきかっていうところ

については、現状把握も含めて見直すべき点が多いんだろうと思っていま

す。 

 国際化の方針みたいなものを作っているんですけど、それも少し時間を

かけて見直そうって話をしているところです。 

 この問題を考えるときにすごく大事だと思っているのが、どっちかにな

っちゃだめなんだと思っているんですよね。 

 海外からいらっしゃった方々のためってだけでも駄目ですし、日本人の

ため、要は日本人の市民の方々のためってことだけでもだめで、お互いに

とっていい形、要は分断を生まない、ともにこの街をつくっていくってい

う時に、良い関係を築いていくためにどうしたらいいかってことがすごく

大事だと思っています。 

 インターナショナルスクールの話なんかもよく出ますけれども、あれっ

て２つ意味合いがあって、当然１つは海外からいらっしゃった方々の教育

の場を確保するってこともありますけれども、それ以上に日本のこの印西

に住んでいる子どもたちに新しい教育の選択肢をお示しするっていう。当

然ながらそこに行けば、海外の子たちと日本人の子たちが一緒に学んでい

くという中で、いろんな関係が築かれていくっていう、これは１例ですけ

れども、お互いにとっていい形のあり方っていうのに向けて、おっしゃっ

た通りまずは現状をしっかりと把握をした上で、学びの場も含めてです

ね、やっぱりいろんな課題があるなと思いますので、対応していく必要が
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あるなってのは今のお話を伺って感じた次第です。 

教育長、何かありますか今の点。 

  
渡邉教育長 長尾委員ありがとうございます。 

学校、今はですね、本当に印西市では、さっき数字を出していただきま

したけど、本当にたくさん、特にアジア系の方々が増えています。 

 ですので、英語もなかなか通じなかったりっていうところもあって、そ

こは我々も大きな課題だなっていうふうに思っているんですね。 

 子どもたちの教育はもちろんですけれども、それを支えてくれている保

護者の方、また寄り添ってくれているその指導員の方たち、いろんなとこ

ろでやっぱりそれこそ孤立感を覚えたりとかっていうことも聞いているの

で、その辺が１つでも早く解決できるような形で我々考えていきたいなと

思っているとこです。 

  
藤代市長 

（議長） 

他にお３方いかがですか。 

何かそれぞれメモを取られたようですけど何かあれば。 

豊田委員どうぞ。 

  
豊田委員 ありがとうございます。 

委員の豊田でございます。 

ただいまですね、市長のお考えを聞かせていただいて、大変感動したと

いうか、なるほどこういうことなんだなっていうのを気がついた次第で

す。 

私どもの年代ですと、アナログからデジタルの走りになる年代だと思う

んですが、その中で先ほど市長さんが泥んこの話をされていましたけど

も、いかに子どもたちがこのアナログとデジタルをこれから融合させてい

くか。 

 例えば文字の話でもデジタルに頼りすぎると字も書けなくなってしまう

とかいう、いろいろなお話もありましたけども、そういったところにもで

すね、十分気をつけてですね、進めていかなければいけないんだなってい

うふうに思いました。 

 それと、あと既存地区と、新興地区、ニュータウン地区の子どもたちの

触れ合いというんですかね。交流をもっとたくさんできるような機会をで

すね、大人の私たちが考えながら作っていくと、またそういった問題も解

消されていくのかなと個人的に考えました。 

 以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

森の中でロボット動かしてみるとかね。例えばですよね。印西らしい学

びの環境がすごくつくれる分野だと思うので、自然とテクノロジーをかけ

合わせるってのは。そんなこともやってみたいと思っているとこですし、

その中で私１つ課題だなと思ったのは体験格差ですね。 
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 先日、本埜小学校にお伺いをさせていただいて、本埜の子たちって毎年

５年生だったですかね、田んぼで田植え体験されているんですよね。学校

の近くのね。そういう体験もなかなか、今ニュータウンの子どもたちはで

きないというとこもありますので、なるべくそういった地域を超えた体験

をどう作っていくかっていうところはおっしゃる通り１つ大きな話なのか

なあと思ってますので。 

 というところで教育長なんか何か補足あれば。 

 よろしいですか。 

 屋敷委員がしゃべりたそうな。どうぞお願いします。 

  
屋敷委員 はい。 

屋敷です。 

よろしくお願いします。 

藤代市長が話された中で２つ、特に気になったっていうか自分が注目し

たお話がありまして、１つは豊田委員と一緒で、泥まみれになって、遊べ

るような子ども、でもデジタルからは切り離せない時代だと。 

 あと、自分が思うデジタルってのは、あくまでも１つの道具であって、

使い方１つなのかなあと。何かいい道具として使うにもまた悪いことをす

るために使う道具の１つにもなりかねないので、そういうところを大事に

していったらいいのかなと。 

 あともう１つ、ＶＵＣＡですか。当然今その変化が激しい時代で先が見

えないと、それを柔軟性であったり、また１つ曖昧性って言葉が入ってた

んで、それを悪いふうにとらえるんじゃなくて、柔軟に対応できるような

姿勢を持っていくのが必要なのかなと。 

 ２つほど、特に気になりました。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

デジタル教育については後程、松本ＤＸ専門官の方からもご説明ありま

すので、その中でもぜひ議論をしたいと思います。 

寺田委員最後に一言お願いします。 

  
寺田教育長職

務代理者 

今、市長さんからいろいろご意見ありましたけど、ちょっと２つに分か

れると思うんですけど。 

将来、自分の子どもなり孫がどういう世界で生きていくかっていうのを

目標で教育は行われると思うんですよ。 

今の社会をちょっと私なりに言いますと、どういう生き方をするか、も

うおのずから経済社会になっていますので、どの程度の生活水準で満足す

るのか。それから親の職業を継続できない時代に入っていますので、何を

職業として誰と家庭や家族を持つかと、これが大きな目標だと思うんです

よ。 

今教育に携わっていますけど、小学校の段階では、昔でいう読み書きそ

ろばんじゃないですが、まず文字を読めること、それから書けること、そ
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れから計算ができること。これだけは小学校で基本はやりませんとデジタ

ル化するものも理解できないと思うんですよ。だからそれをしっかりやっ

て、中学から高校に行くようになったら、おのずから自分で一生懸命それ

に取り組んでいかないと、置いてかれる時代だと思います。今、私は実は

商人として商売していますが、実は世の中に貨幣、お金と紙幣がなくなる

時代が来るような気がします。 

 というのは、今自動販売機で紙幣を使えない自動販売機が出てきた。新

しい紙幣を読み取る機械は高いもんでつけない。すべて、スマホで決済し

てしまうと。簡単に言えばＰａｙＰａｙみたいな買い方をしますので、私

のお店にお金を持ってこないで買い物に来る人が、かなり増えてきていま

す。ということは、すべて電子化してデジタルにすると、お金が要らない

時代が来るような気がするんです。 

 それで、人との出会いも問題なんですが、電子化するとどうしても孤立

して１人でいる時代が多くなるので、女性や男性と知り合う機会がなくな

るし、結婚もしなくなる。すると少子化がますます進む、そんな時代が来

るような心配してます。 

ちょっと話は戻りますけど、クーベルタンがオリンピックで勝ち負けじ

ゃなくて参加することに意義があるという話がありますが、今はどうして

も勝ち負けに頼ってしまっている。 

実はある女性が「私、ゲートボールやめました」と。なぜやめたんです

かと。いや、「私のせいで負けたから、という批判があるために、私はゲ

ートボールをやめました」という話が出ていまして、何かこう、スクラム

を組んで仲間で楽しむっていうことができない社会が出てきたような気が

するんです。 

 その辺を頭に入れて教育も進んでいきたいと思います。 

  
藤代市長 

（議長） 

非常に深遠な論点をありがとうございます。 

経済とか資本主義ってやつですね。お金も紐づいてきますけれども、果

たして資本主義が人を幸せにしているのかっていう論点は大きなものとし

てあるんだと思っています。 

要は競争ですよね。お金という価値ですべて測るということがいいの

か。 

一方で、資本主義っていうものがない社会ってのも何か想像ができない

んだと思います。 

 なので、多分これからの子どもたちに必要なものっていうのは、そうい

った資本主義って既存の仕組みも受け入れながら、うまくその外側のもの

を作っていくっていう、こういう柔軟な発想が多分すごく大事になってく

るんだろうなと思っているところです。 

本当に大事な論点だと思いますので、今後も議論をしていきたいと思っ

ております。 

 次、教育長の説明いきますか。 
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次、教育長のほうから３０分くらいですかね。 

 タイトルがいいですよね。大切にしたいことっていう。 

  
渡邉教育長 それでは私の方から続けてお話をさせていただきます。 

これからお話しすることは、もう当たり前の、ごく当たり前のことばか

りです。 

私がこれまで教員として大切にしてきたこと、またこれからも大切にし

ていきたいなって思うことを、それをやはり学校現場の方々にもね、理解

していただきたいと。そんな思いでちょっとまとめてみました。 

まず、我々教育行政、それから学校現場、教職員がですね目指さなけれ

ばならないこと、小中学校義務教育９か年で目指すべきことというのは、

この社会を生き抜く力の素地を身につけさせることだろうと考えていま

す。 

 先ほど、市長から世界の潮流ということで詳しくいろんな角度からの情

報を説明していただきました。 

 本当にこれからも変化が激しいそんな社会を生き抜いていく力、これ

を、小中学生９か年、全部っていうのは難しいのでその素地だけでも身に

つけさせたいと、そんな思いがあります。 

 その目的を達成するために、大前提としてっていうところで、赤字で書

きましたが、この一人一人の子どもを大切にするっていうこと、当たり前

のことだと思うんですけれども、この姿勢が教職員一人一人になかった

り、或いは不足していたりすると、この一番上の目的は達成することが困

難じゃないかなって思うんですね。 

 そこにも書いたようにいろんな個性を持った、特性のある子もいます

し、家庭環境を初めとして、いろいろな背景を持っている子どもたち、つ

まり多様な子どもたちが教室の中に、学校の中におります。 

 ともするとですね、例えば成績のいい子とか、或いはやんちゃで問題が

結構手のかかる子がいるとか、１人の教員で先ほど市長もおっしゃいまし

たけど３５人から４０人の子どもを見ている中でですね、やっぱり優先的

になってしまうのは特に問題を起こしてしまうとかですね、そういった子

にエネルギー使ってしまって、いわゆるいい子、放っていても、集団の中

でみんなに迷惑をかけることもないし、きちんと自分の力で生活していけ

る子への指導とか支援というのは、どちらかというと薄くなってしまう。 

 そんな傾向は正直あります。 

 でもそれは違うんじゃないかなと。 

 やはり３５人、一人ひとりに同じだけの、極端、理想かもしれませんけ

どね、同じだけの力を入れて伸ばしていく成長させていく、その発達を助

ける、そんなことが教員には求められるんじゃないかなと私は思っていま

す。 

 ですので、そういった多様な子どもたちの違いというのを認めつつ、ま

た特性・個性を理解して、ともに暮らしていくっていうことが大事なんじ

ゃないかなと思っています。 
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 そのような多様な子どもたち、誰もが安全な環境のもとで安心して暮ら

す権利があるんだと考えています。 

 ですので、子どもたちに、また教員たちにもそうです。 

 人権意識とか人権感覚を育むためにはどうしたらいいのかと、まずは正

しく知ることだと考えています。残念ながら、この世の中いまだにです

ね、差別とか偏見、誹謗中傷がなくならないです。 

 その原因の１つには、これは私の私見ですけれども。やはり正しく歴史

的な背景を理解するとか、或いはフェイクニュースとか、そういったこと

に振りまわされて、誤った情報元、それはもしかしたら間違っているんじ

ゃないかというようなところが欠けたまま発信してしまったり、発想して

しまったりっていうところがあるんじゃないかなっていうふうに考えてい

ます。 

 ですので、知らないこと、無知というのは本当に怖いなというふうに思

っています。 

 数年前にですね、皆さんもご存じかと思うんですが、沖縄の１０代の少

年たちが読谷村のチビチリガマっていうところで、肝試しと称して、ガマ

を荒らしてしまったっていう報道がありました。 

 私、その報道を受けたときにものすごい衝撃を受けました。やはり、そ

れは彼ら少年たちを非難するとか、そういうことではありません。ただ驚

いたというか、悲しかったという思いがあってですね。その後の報道で、

この少年たちはこのガマがどういった存在なのかっていうのは知らなかっ

たっていうことも報道されました。なるほど。集団自決があって、多くの

民間人がですね、亡くなって、それを慰めて、また繰り返さないっていう

気持ちを表している場所での出来事だっただけに、私はそういうすごく悲

しかった覚えがあります。 

 ですので、個人的にですね、そこに書いたように、戦争というのはやは

り最大の人権侵害だというふうに考えていますので、これからの子どもた

ちにもそういった視点、平和の尊さ、人権の大切さ、そういったことを進

めていく必要があるなって思っています。 

 今年、先の大戦から８０年ということになりますけれども、今、この日

本をですね、戦前にしないためにも、そういったことを求めていきたいな

というふうに考えています。 

 教育は人であるということを書きましたけれども、教師が学び続け、人

権意識・感覚を磨き続けるということが大事です。 

 まずは、子どもたちの前面に立っている教員たち、教師の資質能力の向

上というものは当然求められます。教師と子どもたちとの信頼関係が築け

なければ、教師の指導というのは子どもたちには入っていきません。 

 ですので、この資質能力を高めていくというのは、子どもたちはもちろ

んですけれども、その保護者の皆さんとも信頼関係が築いていけるような

ことが求められていると思います。 

 ですので、最初に言った一人一人を大切にする、そういったことが、姿

勢が、信頼関係の構築に繋がるものと考えています。 
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 また、その教員を、子どもの前面に立っている教員を指導する立場にあ

る管理職、この管理職の資質能力も向上させていく、これも大事です。 

 リーダーシップを発揮して、教師を育てていく。 

 これが子どもたちにも当然繋がっていくことであります。 

 さらに、教育委員会の指導主事等の資質能力。こちらも、学校現場の指

導に出向いたり、教員のいろいろな授業を初めとしてですね、いろいろな

ところで支援や伴走したりと、指導主事等は関わっていますけれども、こ

ちらの方の、資質能力向上ということも図っていかなければなりません。 

 そして、もちろん私自身ですね。 

 私自身も、もっともっといろいろな勉強をして、研鑽を積んで高めてい

かなければならない、磨き続けなければいけないと常々思っているところ

です。 

 この次のスライド、不易流行、とよく使われる言葉で、いろいろなビジ

ネスのところでも使われるし、教育でも使われてきている言葉です。 

 この教育に携わる者として、教育の不易流行というところ、この視点は

常に忘れずにいたいなと考えています。時代を超えて変わらない価値のあ

るもの、そこに公平公正だとか、自律、それから思いやりだとか、今話し

た人権尊重とか、こういったところの不易の部分。 

 また一方で、時代の変化なども出てきますが、激しく変化している、そ

の変化とともに変えていく必要があるものというものを、いわゆる流行と

いう部分ですけれども。ただ子どもたちにですね、流行を追いかけろとい

う、いわゆる流行り廃りの、流行りの部分を追いかけろという意味ではな

くて、子どもたちがその時代の変化というものをしっかりとらえて、変わ

っていける柔軟性を持つこと、或いは変われる勇気を持つこと、この辺を

子どもたちだけじゃなくて教員たちにも求めていきたいと思います。 

 これまでも、私が学校現場にいたときには求めてきたところです。 

 ただ残念ながらですね、柔軟に変わることができないベテランの教員と

いうのもいることは確かです。 

 今、変われない、柔軟性を持てずに変われない、指導方法しか持ちえな

い教員が、子どもへの指導とか学級づくりで苦労しているというところ

も、正直あります。 

 やはり、昔自分がそんなふうに指導されてきたとかですね、育てられて

きたとか、或いは昔若いころ、こんな指導して成功したというところがず

っと残っていて、変われない。で、同じことをやっているんだけど、世の

中も子どもたちも変わってきている。そこにギャップがあって、うまく指

導できていない。 

 そんなことも残念ながらあります。 

 ですので、やはりどういうことを何が不易で何が流行なのかっていうこ

とを見極める力、そして変えていける力、これが教職員にも、また、未来

ある子どもたちにも求められる、求めていくことだなというふうに考えて

います。 

 こんなことを考えながら、これからですね、これも当たり前のことです
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が、子どもにとって学びやすい学校、教師にとって働きやすい学校を作っ

ていくということが大事だなと思います。 

 まず、学びやすい環境というところで、この環境というのには物的環境

と人的環境と２つの環境が学校の中では、特にあるとは思います。 

 物的環境というのは、例えば、今、できる限り設置を進めますが、教室

の空調を含めて、教室の環境ですとか、教室や廊下にごみが落ちてないと

か、教室の中に、或いは廊下に掲示物がありますけれどもね、温かみのあ

る掲示物が貼られているとか、ユニバーサルデザインに配慮された作り

に、色使い等も含めてですね、なっているとか、そういった物的環境を整

えることはとても大事と考えています。 

 また、学校の中においては、人的環境、これはもう言うまでもなく、教

師です。一番大きな人的環境は教師です。 

 ですので、教員たちにはですね、外見もそうですし、立ち居振る舞い、

話し方とか声のトーン或いは公平に子どもたちと接するですとか、いろい

ろな、とにかく子どもたちが見ていて、あれって思うことのないような環

境でいられるかと。 

 存在そのものが、そういった環境に、人的環境としてなっているかとい

うことが非常に大事だと思います。本当に子どもたちは鋭い嗅覚を持って

教員を見ていますのでね。その辺をしっかり自分自身で律してですね、子

どもたちの前に立っている。そういう教員たちであって欲しいと思いま

す。 

 また、教員にとって働きやすい環境というところで、こちらも先ほどち

ょっと市長からもお話がありました。 

教員たちがやはりやりがいを持って、高い意識のもとですね、またさら

に誇りを持って子どもたちの前に立っていられるかどうか。教員が暗い顔

をしていたり、常に忙しそうな様子で、子どもたちの前に立っていたら、

やっぱり子どもたちにとっていい教育はできないと思っています。 

 ですので、そのために１つ、教員の働き方改革ということも叫ばれてい

ますけれども、各学校では本当に工夫ある改革を、働き方の改革をしてく

れていますので、さらに教員たちが働きやすい学校になるためにですね、

頑張れるように管理職中心にやっていっていただいていますので、それを

さらに我々も応援していきたいと思っています。 

 よく言われるのはその環境は人を作ると、そしてその環境を作っている

のはその人たちだよ、というところですよね。この辺を心の中にしっかり

添えてですね、子どもたちと日々向き合っていただきたいと考えていま

す。 

 次はですね、少し具体的なお話になりますけれども、学習指導要領とい

うのがあります。その解説の総則編というところに、この４行ほどのこと

が出ています。 

 生徒指導。これは学校の教育目標を達成するために重要な機能の１つで

あり、学習指導と並んで重要な意義を持つものということが書かれていま

す。 
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 これも当たり前じゃないかって思うかもしれませんけど、いわゆる生徒

指導っていう言葉ですと、昔から一般的にイメージするのは、やっぱり生

徒がちょっと悪いことをして、それについて、指導をして立ち直らせると

か、正しい方向に導いていくとかってそんなイメージが一般的だったと思

うんですけれども。そうではないんですね。 

 それは積極的な生徒指導と呼ばれるもの、今それをもう１回見直そうと

いうことで言葉がありますけれども。 

 日常的に子どもたちの成長とか発達を支援する、支えていく、また促し

ていく、これが生徒指導だということを文部科学省が言っています。 

 令和４年の１２月に公表されました文部科学省が作成している、生徒指

導提要というものがあるんですけれども、その生徒指導の提要の改訂版

が、令和４年に出されました。 

 その中で、ここに今４つほど、生徒指導の実践上の視点ということで、

（１）から（４）まで示しています。 

 （１）から（３）までは、もう私が若い頃から、もう数十年前から言わ

れてきたことです。ですので、この辺はずっと我々も意識してきたことで

す。 

 （４）についてですけれども、これはやっぱり風土の醸成というところ

は、教師だけが取り組むものではなくてですね、教職員の支援のもとで、

児童生徒が自ら作り上げ、ここがポイントだと思っています。 

 学校生活の中で一番長い時間というのは授業です。 

 ですので、この４つの視点を盛り込んだ授業を作っていくっていうこと

が、子どもたちを成長させる上で非常に大事なことになる。 

 生徒指導と学習指導が一体化された授業を作っていく。これが効果的で

あるということであります。 

 最後にですね、まず、我々教育委員会として、印西市の子どもたちに、

このいろんな課題がありますが、とにかく前向きに積極的に取り組んでい

くと。 

 ここに掲げただけでもいろんな、いろいろな課題がありますけれども、

これらの課題に対する取り組みを通して、一番初めに話しましたけれど

も、児童生徒一人ひとりを大切にして、社会を生き抜く力を身につけさせ

ていきたいと考えています。 

 各学校には、学校が楽しいと子どもたちが思ってもらえるように、特色

や魅力ある学校づくりを今後も取り組んで欲しいと思っていますし、教育

委員会としてもそれを支えていきたいと、応援していきたいと思っていま

す。 

 また、子どもたちの成長発達には、家庭や地域の皆様との連携・協働も

欠かせません。 

 今年度から始まるコミュニティスクール、まずは印西中学校区から始ま

りますけれども、来年度以降順次、すべての学校に学校運営協議会を設置

して、コミュニティスクールづくりを進めて参ります。家庭と地域の皆様

と学校が連携をして、子どもたちの成長発達を支えていきたいと思ってい
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ます。 

 最後に不祥事根絶ということを書きましたけれども、大多数のほとんど

の教職員は真面目に献身的に職務に当たっておられます。 

 しかし、残念ながら、不祥事の根絶には至っていません。 

 ほんのわずか０.０何％という、教員が取り返しのつかない不祥事を起こ

してしまっているということです。 

たった１人の、たったほんの１握りの、１回の不祥事によって失われるも

の。学校が、或いはその周辺の人たちが失うものの大きさというのは、計

り知れないものがあります。 

 １度失った信頼というのをまたも取り戻すためには、大変な時間と労力

が要ります。 

 ですので、我々は、我が印西市からは、或いは印西市の学校からは絶対

に不祥事を起こさない、起こさせないっていう気持ちを改めて強く持ちた

いと思いますし、これは月の校長会議、教頭会議でも、毎月お話をさせて

いただいているところです。 

 大切な一人ひとりの子どもたちのために、学校と教育委員会、思いを１

つにしてこれからも印西の教育を進めていきたいとそう思っております。 

 以上です。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

それではただいまの教育長の講演に関して、質疑であるとか、コメント

がある委員の方がいらっしゃいましたらお願いいたします。 

豊田委員お願いします。 

  
豊田委員 それでは、教育長の子どもにとって学びやすい、教師にとって働きやす

い学校づくり、というお話がございましたけれども。 

１つ教えていただきたいんですが、学校現場において、現在、先生方の

働き方改革も進められているわけでございますが、現場において先生方は

様々なご苦労なさっていると思います。 

 そういった中で、先生方の士気を高く、士気の高揚を図るというような

お話があったと思うんですけれども、この士気の高揚を図る上で、何か今

まで渡邉教育長が心がけていたことがございましたら教えていただきたい

と思います。 

 よろしくお願いします。 

  
渡邉教育長 ありがとうございます。 

教員もですね、子どもたちと同じように、いろんな個性がありますか

ら、得意な分野と、あまり得意でない分野それぞれいろんな教員がおりま

すので、管理職としてはその教員の、やはり個性、いいところを把握し

て、そこがうまく発揮できるような場を与えるというか、そういった活

動、教育をする場所、ポジションに置くっていうようなこと。そうする

と、その教員の得意な分野で子どもと接した中で子どもたちが伸びたと
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か、何か成功体験があったとか、そういう経験を教員に与えることができ

ると、その教員の、やる気というか、意識が高まっていく、そんなことは

随分あったように記憶しています。 

  
藤代市長 

（議長） 

他にいかがでしょうか。 

よろしいですか。 

伺っていて、一番印象に残っているこの不易流行ですね。温故知新とい

うな言葉もありますけれども。古きをたずね新しきを知る。時代を超えて

も変わらない価値っていうのは必ずあるんだと思うんですね。 

 一番には子どもたちのことを一番に考えるっていうことに尽きるんだと

思います。 

 その中で当然、時代が変わっていく中で変えなきゃいけないものもあり

ますけれども、変わらずに子どもたちのためにというところは、一本軸と

して我々が常に通さなきゃいけないものなんだなっていうのを、渡邉教育

長のお話を伺って感じましたし、やはり教育の現場で長らく、子どもたち

に向き合ってこられた先生の言葉は本当に重いなというのを改めて感じた

ところですね。 

 前半はこのあたりで一旦切らせていただきますけれども、今回前半にあ

えて、今後の方向性っていうところを最初に持って来させていただいたの

は幾つか理由があってですね、この後いろんな現状についてお話をしてい

ただきます。 

 いろんなことを検討するときにアプローチって大体２つあるんですね。 

 課題解決ですね。今ある課題を解決していく。ということと、一方で先

に目指す姿、ビジョンをお示しをして、それに対してどう進めていくのか

っていうことを考える。 

 私が市長になってから思うのが、目の前にいっぱい課題があるんですよ

ね。課題があるので、どうしても目の前の課題をどう解決していくかって

いうところにどうしても僕たちも、思考とか視点が囚われがちだなと感じ

ていることがよくありました。 

 ですので、今日あえて直前に順番を変えさせていただいたのは、１回そ

ういった目の前の課題を１回、一瞬忘れて、我々がどこを目指していくの

かっていうことを共有させていただいた上で、この後半の様々な教育の現

状についてお話をさせていただくことが、議論させていただくことがおそ

らく、より深い議論に繋がるだろうというところで、こういった順番でさ

せていただきました。 

 あともう１つ、我々の覚悟ということもお伝えしましたけれども、私は

結構いろんな方の前で話す機会が多いわけですけれども、私としては教育

長の話を聞いていただきたかったというのがあります。 

 非常に子どもたちのこと、そして保護者の方々のこと、地域の方々のこ

と、そして職員ですね、先生方のことを一番に思って、本当に教育に前向

きに取り組んでいただいているのが渡邉教育長でもありますので、ぜひど

ういった方が今、教育長を務めていただいているのかということを知って
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いただきたかったということもあって、こういった構成にさせていただい

た次第であります。 

 長丁場ですので、ここで５分ぐらいですかね、２時４５分まで休憩をと

らせていただきますので、そのあと、今度は市の課題の現状について、各

担当課の方からご共有をさせていただきたいと思っています。 

それでは４５分まで、休憩に入りたいと思います。 

  
休憩 （副市長２名公務のため退席） 

  
藤代市長 

（議長） 

それでは後半を始めさせていただきます。 

ここからですね、各分野別に印西市の教育の現状について各担当の方々

からご協力をいただきまして、いろいろ議論を深めて参りたいと思いま

す。 

 最初にＤＸ推進ということで、松本専門官の方からご説明いただければ

と思います。 

  

教育ＤＸ専門

官 

よろしくお願いします。 

本日は教育ＤＸについて、その目的や取組を皆様と共有させていただく

ため、お時間をいただきました。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 教育ＤＸを聞くと、ＩＣＴの導入やデジタル化を思い浮かべる方も多い

かもしれません。 

 しかし、私たちが目指しているのは、単に道具やシステムを取り入れる

ことではありません。 

 教育ＤＸの本質的な目的はテクノロジーを活用してウェルビーイング、

つまり身体的・精神的・社会的によい状態、生きがいや人生の意義などの

持続的な幸福を実感できるように、教育そのもののあり方をですね、見直

していくことにあります。 

 本日はその具体的な取組内容について、順を追って説明いたします。 

 さて、教育ＤＸを進めるにあたって目指しているのは、繰り返しになり

ますが、子どもと教職員の双方がそれぞれの立場でウェルビーイングを実

感できる姿です。 

 まず子どもの姿です。 

 子どもたちには自分の思いやアイディアを大切にしながら、周りの人々

と協力し、未来を自ら切り開いていって欲しいと考えています。 

 具体的には、多様な周りの人と共感し、協働してテクノロジーや情報の

活用を工夫改善しながら、実際の問題発見解決に挑戦する姿、また、情報

の活用を通じて個性溢れるアイディアを形にし、新たな価値を創造する

姿、そして、なぜ学ぶのかを理解し、新しいテクノロジーにも積極的に向

かい合い情報をよりよく使い、社会に対して責任を持って関わるために必

要なことを学び続ける姿を想定しています。 

 そのためには、子どもたちの主体性や創造性、想像力を育み、一人ひと
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りの自己実現を目指すことで、持続可能な社会のつくり手としての基盤と

なる資質能力を育成することが大切です。 

 また、学びを通じて、他者との繋がりや関わりをつくり出し、共感的、

協調的な関係性に基づく学校基盤を形成していくことも必要です。 

 こうした力を育むことが、子ども一人ひとりが自分には価値がある、人

権を意識し相互尊重できる、そして社会と繋がっていると実感できるウェ

ルビーイングの土台となっていきます。 

 次に、教職員の姿です。 

 子どもたちのウェルビーイングを支えるためには、まず教職員自身が安

心して学び、成長し続けられる環境であることが重要です。 

 そしてテクノロジーや新しい教育手法を柔軟に取り入れながら、一人一

人の子どもに丁寧に寄り添い、深い学びを支える存在として期待されてい

ます。 

 また、校務の効率化や学校組織風土の見直しを通じて、心豊かに働き続

けられる環境づくりも進める必要があります。 

子どもも教職員も互いに学び合い、支え合いながら、安心して自分らし

く成長していける、そのような学校づくりこそが私たちが目指す教育ＤＸ

の姿です。 

 ここからは、印西市の教育ＤＸをどのように具体化していくのか、その

全体像を説明いたします。 

 教育ＤＸの推進にあたって、３つの視点と７つの施策を柱としていま

す。 

 まず１つ目の視点が学びの変革です。 

 一人ひとりの子どもに応じた個別最適な学びと仲間とともに考え対話

し、よりよい解を見つけていく、協働的な学びの両立を目指しています。 

 この学習者中心の考えに基づいた学びの変革によって、子どもたちの主

体性や創造性が引き出され、自らの価値を実感できる学びが可能になると

考えております。 

 あわせて、ＳＴＥＡＭと情報の活用を統合的に学ぶ、先進的な情報教育

も推進しており、情報活用能力や問題発見解決能力といったこれからの社

会で必要不可欠な資質能力の育成を目指しています。 

 さらに、学びに困難を抱える子どもたちへの配慮や多様な学びの選択、

心の居場所づくりといった支援体制もこの柱に含まれています。 

 ２つ目の視点は校務ＤＸです。 

 教職員の働き方を見直し、業務の効率化やデータ活用によって、子ども

に向き合う時間や余裕を生み出します。 

 例えば校務システムを改善し、業務プロセスを最適化するなどして、煩

雑な業務を減らし、先生方が教育の本質に集中できる環境を整えていきま

す。 

 また、先生方自身が学び続けられるように、多様なニーズに応じた研修

も充実させていきます。 

 ３つ目の視点は、ＩＣＴ環境の整備です。 
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 これは教育ＤＸの土台ともいえる部分です。 

 子どもたちが安心して学びに向かえるよう、情報端末の定期的な更新

や、高速通信ネットワークの整備に加え、ＡＩ学習システム導入、支援員

の配置、そして高度技術の活用に関するガイドライン整備など、ソフトハ

ードの両面から整備を進めていきます。 

 この３つの視点と７つの施策を有機的に組み合わせることで、一人ひと

りのウェルビーイングを支える教育環境を実現し、子どもたちの未来を育

む取り組みを推進していきます。 

 ここでは、教育ＤＸの実現に向けて、誰がどのように関わっているのか

という全体像をご説明いたします。 

 教育ＤＸは学校だけで完結するものではありません。 

 子どもたち一人ひとりのよりよい学びを実現させていくためには、学

校、保護者、地域、そして教育委員会が連携協働することが不可欠です。 

 まず、学校においては、学習者中心の学びを実現させるために、デジタ

ル基盤を活用しながらカリキュラムの見直しや教職員の研修などを進めて

います。 

 そして、教育委員会は全体の基盤整備を担います。 

 例えば、校務システムの活用支援や研修体制の構築、教育データの活用

による学校経営支援などを通して、各学校が安心してＤＸを進められるよ

うにバックアップしていきます。 

 保護者や地域の皆様には、学校と連携しながら、子どもたちの学びを家

庭や地域の中でも支えていただく存在として期待しています。 

 特に地域連携による学習機会の拡大など、学校外との繋がりを生かす学

びを広げていくための協力が不可欠です。 

 このように教育ＤＸは現場だけの取り組みではなく、家庭、学校、地

域、行政が連携し、子どもたちの学びと成長を社会全体で支える地域ぐる

みのプロジェクトだと考えています。 

 さて、教育ＤＸの中核には個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実があります。 

 個別最適な学びとは、子ども一人ひとりの理解度進度や関心、特性に応

じて学びの内容や方法を柔軟に調整していくものです。 

 テクノロジーの活用によって、子ども自身が自分のペースを振り返りな

がら学べる環境が整い、学習のつまずきを早期にキャッチして支援するこ

とも可能になります。 

 また、自分で学びを進められるようになること自体が子どもの自己効能

力や自己肯定感に繋がり、ウェルビーイングの向上にも直結していきま

す。 

 一方、共同的な学びは、他者と対話し、意見を交換し、異なる考え方に

触れることで、学びを深め、広げていく学習のあり方です。 

 このような学びの中では、多様性を受け入れる力、包摂する力が育ま

れ、社会性やコミュニケーション力といった、これからの社会で大切な力

が身についていきます。 
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 このスライドにもあるように、個別最適な学びと協働的な学びは決して

別々のものではありません。 

 自分の考えを深めた上で、他者と意見を交わし、さらに学びが深まる。 

 そしてまた自分の理解に立ち戻る。 

 このような往還的な学びの循環こそが教育ＤＸが目指すこれからの学び

のあり方です。 

 このように、子どもの多様性や人権を尊重した学びを実現するために

は、教師主導の一律的な一斉授業から多様な学習者である子どもを中心し

た事業づくりへと、授業観や教師の役割を変えていくことが求められてい

ます。 

 なぜならそれが一人ひとりのウェルビーイングを支える根本的な土台に

なるものだということだからです。 

 ここからは、教育ＤＸの中で特に力を入れている先進的な情報教育の取

り組みについてご説明します。 

 現在、印西市ではプログラミングやデータ活用、ロボティクスなどの分

野を含む、ＳＴＥＡＭ教育を教科等横断的に取り入れながら進めていま

す。 

これは単に技術を学ぶための教育ではありません。 

子どもたち自身がアイディアを形にし、現実の課題を発見し解決してい

くための思考力や想像力を養う学びです。 

例えば、ロボットの制御を通して試行錯誤や論理的思考を体験する活動

や、身の回りのデータを収集して分析することで、なぜを深める探求的な

学びを実践しています。 

 こうした取り組みによって、子どもたちは情報活用能力を高めるだけで

はなく、失敗を恐れずに挑戦する態度や仲間と協力して成果を生み出す経

験も積み重ねています。 

 こうした情報教育の柱にはデジタル・シティズンシップの視点も含まれ

ています。 

 単にデジタルをツールとして使うだけではなく、デジタルが基盤となっ

ている社会の中で、どのように人と繋がり、社会に貢献できるのかを考え

る力、つまりデータや情報の責任ある使い方や情報の真偽を見抜く力など

も育てています。 

 こうした学びは、まさにデータや情報を活用して価値を創造し、対話を

通じて社会をつくる力の育成そのものであり、将来どのような社会におい

ても、自立して生きていくための力になります。 

 本年度は、原山中学校区と印旛中学校区において、ロボッチャという教

材を使った学びを通じて、子どもたちの情報活用能力や、問題発見解決能

力を高めるとともに、自分にもできることがあるという自信や社会との繋

がりを実感できるようにしていきます。 

 ロボッチャはロボットを使ってパラスポーツであるボッチャの競技に取

り組むことを通じて、子どもたちが楽しみながらＳＴＥＡＭの力を鍛える

ことができる教材です。 
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 この学習には単にロボットを動かすだけではなく、プログラミング、デ

ータ分析、試行錯誤、戦略立案といったＳＴＥＡＭ教育の要素がバランス

よく、含まれています。 

 ボールの軌道や力加減をどう調整するのか、得点を取るにはどのような

作戦を立てるべきか、子どもたちは失敗と改善を繰り返しながら学びを深

めていきます。 

 さらにこの取り組みはインクルーシブ教育の視点を取り入れていること

も大きな特徴です。 

 ロボッチャは誰もが対等に参加できるパラスポーツであるボッチャをベ

ースにしており、教材自体にも多様性を前提とした公平な設計がなされて

います。 

 とはいえ、教材そのものが自動的にダイバーシティやインクルージョン

を教えるわけではありません。 

 学習において、問いかけや対話の場を設け、なぜこの協議は誰にでも開

かれているのか、などを話し合う時間も大切にしたいと考えています。 

 例えば相手に操作上の困り感があったら、またはルールを変えること

で、誰もが楽しめるようになるには、といった試行を通じて、子どもたち

は違いの存在に気づき、それを受け入れ、ともに過ごす方法を考えるよう

にしていきます。 

 さらにロボッチャで獲得したスキルを活用して、身近な社会課題を解決

する学びも展開していきます。 

 このように、ロボッチャという教材を学習設計と組み合わせることで、

多様な価値観や共生社会のあり方を体感的に学ぶ機会へと進化させること

ができます。 

 つまり、この取り組みは情報活用能力や問題発見解決能力を育てるだけ

ではなく、他者への共感力や協働力、そして自分とは異なる誰かと、とも

に生きる感性を育てていくことにも繋がっていきます。 

 印西市の教育ＤＸの取り組みは、こうした先進的な実践が評価され、現

在、文部科学省のリーディングＤＸスクールに指定されています。 

 これは全国の自治体の中でも、特にすぐれたＤＸ推進のモデル校とし

て、実践と成果を全国に発信していく役割を担うものです。 

 現在、原山中学校区、印旛中学校区、木刈中学校区、滝野中学校区など

計１６校が指定を受けており、教科等横断的な情報教育や個別最適な学び

と協働的な学びの一体的な充実、そして教職員の校務効率化などの取り組

みを進めています。 

 これらの学校では、デジタル基盤を最大限に活用し、学び、働き方改革

が一体となったＤＸモデルの確立に挑戦しています。 

リーディングＤＸの目的は単なるＩＣＴ活用にとどまらず、学びの本質

的な変革と教職員も含めた教育文化のアップデートを通じて、全国的な教

育改革に貢献することです。 

 つまり、私たちが目指す教育ＤＸは、今この印西のうちから、全国へと

価値あるモデルを発信していく段階に入っています。 
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 今後もこうした教育ＤＸの実践をすべての子どもたちにとって当たり前

の学びと広げていけるように取り組んで参ります。 

 以上、私の説明を終わりにします。ありがとうございました。 

  
藤代市長 

（議長） 

ご説明ありがとうございました。 

質疑に入りたいと思いますけれども、その前に教育長の方から補足等々

あればよろしいですか。 

  
渡邉教育長 今、松本専門官から丁寧な説明いただきましたけれども、特にこの情報

教育を中心に印西市では、原山小学校が先進的な、もう本当に全国でも

１、２を争うような、先進的な取り組みを続けて積み上げてきてもらって

います。 

 これからの課題としては、やはり今、説明にもありましたが、全市の小

中学校に原山小学校が積み上げてきたことを広げて、同じようなことが、

またさらにそれを発展させて、児童生徒が取り組んでいけるような状態を

作っていくっていうことが、課題だと思っていますのでそちらを進めてい

きたいと考えています。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

今の点に関して、松本専門官に教えていただきたいのが、私からのお願

いとして、私が就任してから４年以内に日本で一番のＤＸ教育をすべての

小中学校で受けられるようにしていただきたいというお願いを教育長を通

して、松本専門官にさせていただいたわけですけれども、そこに向けて

様々課題があるんだと思いますが、今課題ないしはボトルネックになって

いるものがどの辺りなのか、それは当然ながら市役所、教育委員会、学び

の現場もあるでしょうし、様々あると思いますけれども、その点について

教えていただきたいのと、その上で、こうして欲しいっていうのがあれ

ば、せっかくですのでこの場で教えていただけるとありがたいかなと思い

ます。 

  
教育ＤＸ専門

官 

はい。 

大きなボトルネックとなっているのが、やはり多忙であるということで

すね。学校現場。 

 で、その多忙であるがゆえに、自分たちをアップデートする機会を大き

く失っているのではないかっていうのが、私個人的な意見であります。 

ですので、先ほども学びの変革と校務ＤＸを一体的に進めるといった理

由はですね、やはり先生方、学校現場にもっとこの、教材研究をしたりと

か、子どものと向き合う時間をもっと増やしてあげたいという思いがあり

ます。 

 その上で、先生方が、昭和、平成の時代から令和の教育にアップデート

していただいて、そして子どもと向き合っていただくというところが、ち
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ょっと目指しているところでございます。 

 そのために、やはり必要なのが人と、お金であります。 

以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

人はどんな方がいるといいんですかね。 

教育ＤＸ専門

官 

そうですね。 

学校現場はですね、常にやっぱり人が必要で、やっぱり子どもたちの学

習を支援してくれる方、いろんな困り感を抱えている子どもたちがいます

ので、そういった方を市でもきちんと採用していただいて、もちろん県費

の職員もいますけども、市でそういったところもうまく補助し、支援して

いただいて、学校現場に派遣していただくっていうのは、非常にまずはす

ごく大事なことかなとは思っています。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

その辺りは、しっかりと予算と人の配置っていうところが、市長、私の

一番の仕事だと思いますので、しっかりと教育長とも連携しながら進めて

いきたいと思っています。 

 もう少しあれですね、具体的に例えば、どういうスキルを持っている

方、でどういうところへ行くとそういう方々にアプローチできて、採用で

きるのかっていうところも含めて、検討いただけると、進めやすいかなと

いうところがあるかと思います。 

 あと、校務改革で言えば、学校の校の方の校務ですね、ＤＸっていう、

打ち手もありますけれども、それ以外にも様々な打ち手があるんだろうと

思っています。 

 部活で言えば、今、地域移行の話が進んでいますし、例えば朝、先生方

が早くいらっしゃっているという話も伺っていたりするところあります

し、様々な日中問い合わせですね、いろんな電話が今学校にかかってきて

いてっていうところについても、例えば高校以上であれば、今県の方で

は、コールセンターのようなものを設けてというような話も進めていると

いう話も伺っています。 

 ありとあらゆる施策を通じて先生方の負担をまずは軽減するということ

が一番だと思いますので、ちょっとそのあたりについてもですね、ぜひ、

松本先生初め教育委員会現場を経験されている方々が、それこそ教育長も

いらっしゃいますし、ぜひ声を上げていただいて、できることは何でも進

めていきますので、そこは遠慮なさらずにおっしゃっていただけるといい

んじゃないかなと思います。 

 他に委員の方々からコメントを皆様からコメント、質問などあればお願

いいたします。 

豊田委員お願いします。 
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豊田委員 それではちょっと質問をさせていただきたいと思います。 

まずですね、単純な質問からよろしいでしょうか。 

教育ＤＸとですね、ＩＣＴのその違いについてとですね、先ほどもちょ

っとお話が出ていましたけども、例えばそれを使いこなすために、いろい

ろな指導体制費とお金が必要だというようなお話をされていましたけど

も、先ほどの市長さんとのやりとりで大体のお話はわかったんですけど

も、その手法について今後の手法についてですね、わかる範囲で結構です

ので、現在の状況で結構ですので教えていただければと思います。 

 以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

それでは松本専門官お願いします。 

教育ＤＸ専門

官 

はい。 

手法ですね。そうですね。やはり、段階を追って進めることが大事だと

思っているんですけども、まず、先ほどＩＣＴとＤＸの違いという話もあ

りましたが、ただそのＩＣＴいろんなテクノロジーの技術がありますけれ

ども、その教育にとってどんなテクノロジーが、子どもたちの学びやウェ

ルビーイングに繋がるのかっていうところは見極めなきゃいけない部分で

ありますので、やはり先生方のスキルアップは必要だと思います。 

 この先生たちの研修を通して、先生方の情報活用能力を高めていくとい

うところ。それが高まると、自分たちの業務の見直しや、そして教材の準

備なども大きく活用できますので、まずは先生方のスキルアップを図って

いきたいというふうには考えています。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

またデジタル、教育ＤＸとＩＣＴの違いは。 

教育ＤＸ専門

官 

そうですね。 

違いはですね、ＩＣＴはもう本当にテクノロジーですので、テクノロジ

ーを一般的に総称したものなので、本当によく言われるのが、ツールの１

つだといわれるというところもあるとは思うんですけども、一方、ＤＸは

デジタルトランスフォーメーションなので、目の前にあるものを、教育で

言えば、学び方をどう変革していくか、そういった形の、目指す姿になり

ます。 

 今言ったように、教育ＤＸの目指す姿は子どもの視点、そして保護者の

視点に立って教育そのものを変えていくというものになりますので、テク

ノロジーを活用して学びを変革していく、テクノロジーを活用して、働き

方を変えていくというような、違いと言いましょうか。 

  
藤代市長 

（議長） 

ＩＣＴというのはインフォメーションアンドコミュニケーションテクノ

ロジーなので、あくまでもツールっていうことだと思うんですね。 
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ＤＸっていうのはデジタルトランスフォーメーションってことですので

教育をデジタル化していくっていうことなのだと思っています。 

イメージしやすいのは、例えばトンカチありますよね。トンカチはＩＣ

Ｔなんだと思う。ツールで、トンカチを使って何作りますかっていうとこ

ろが、教育ＤＸに当たるのかなというのが私の理解なんですけど、そんな

感じで近しいですか。 

  
教育ＤＸ専門

官 

  

大方合っていると思います。 

  

藤代市長 

（議長） 

私はデジタル教育って言っちゃうとちょっとね。違うんですよね。 

デジタル教育ってあくまでもデジタルというものを学ぶっていうことな

ので、教育ＤＸとはまた実はまた概念が違ってくるのだと思うんですけれ

ど。 

 ちょっとそこはまた細かい話なっちゃうのでちょっと一旦、そこはおい

ていただいて、何か追加でありますか。 

ありがとうございました。 

他よろしいですかね。 

寺田教育委員お願いします。 

  
寺田教育長職

務代理者 

教育長にお尋ねします。 

この場合の技術者は募集することができると思うんですが、その場合、

教職は必要になるんですか。 

免許の件ですけど。 

  
渡邉教育長 松本専門官のイメージの中にそういう方の配置というのはありますか。 

今のＩＣＴ支援とは別にＤＸを推進していくような人。 

  
教育ＤＸ専門

官 

学校現場に必要なのは、やはりＩＣＴ支援で、今いる方でいいと思うん

です。 

もしＤＸの専門の方を雇うのであれば、行政側、市役所であるとか、そ

ういった形になると思うんですけども。 

今のところはどちらかというと、学校現場を充実させる方が優先なのか

なというふうには考えています。 

  
渡邉教育長 はい。 

ありがとうございます。 

であれば、教職の免許は必要ないっていう、そういうことですね。 

  
藤代市長 

（議長） 

確認なんですけど、そのＩＣＴ支援員というのは、いわゆるその学校現

場でそのＩＣＴ機器等々の活用についてサポートいただくような、イメー

ジとしては、民間企業から派遣されているような方々にご対応いただい
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て、てっていうイメージなんだと思うんですよ。 

 その数も増やしたほうがいいのかっていうのが１つと、あとは市役所の

教育委員会の中に入っていただく場合に、ＤＸを進めるって場合、どうい

った方を求められているのかっていうところですかね。 

 この２点、松本専門官のお考えあれば教えていただけると幸いです。 

  
教育ＤＸ専門

官 

はい。 

今説明しましたように、教育ＤＸでかなりこの幅の広い領域を網羅して

いるところでありますので、ですから幅広く教育のことをご存じの方、そ

れから、様々な先進的なテクノロジーをきちんと網羅できている方、それ

をうまく融合させて、子どもたちのために何が重要なのかっていうところ

が見極められる方、そして行政と学校現場の、業務のプロセスを見通して

きちんと整理していただいて、ここは削ったほうがいいとか、ここは統合

できるとか、そういったことがきちんと、見られる方、整理分析できる

方。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

ハードルがかなり高いスーパーマンみたいな感じですね。  

教育ＤＸ専門

官 

  

スーパーマンみたいな方がいると、すごく嬉しいです。 

  

藤代市長 

（議長） 

それは松本専門官以外にいるかというのがありますよね。 

現実的には例えばＩＴ、テクノロジー系の企業で働かれている方に週

１・２ぐらいで、例えば副業で入っていただいて、っていう方だとすると

多分デジタルの知見とあとはおそらく校務全体の改善点ですかね、既存の

フローを見ていただいて、これを改善できるんじゃないかっていう提案を

いただきたりするんだと思うんですけど、多分そういう形で一部持ってい

る方々をうまく、特に民間からお願いをして入っていただくっていうのが

いいんですかね。 

 わかりました。 

 もう少し別途議論をさせていただけると幸いです。 

 ちょっと人の確保は非常に今、難しくなっていまして、いろんな分野で

専門性高い人が本当必要なんですよね。 

 他の部でもそれこそ都市計画に知見の深い方なんかも必要になってきた

りとか、教育もおそらくそういう切り口が非常に増えてくるんだと思うの

で、そこはもう少し議論させていただけるといいかなと思います。 

 他にいかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

それでは、一旦は松本先生からのご説明は以上になりますかね。先生あ

りがとうございました。 
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 続いてがインクルーシブ教育についてということで、指導課の方からお

願いいたします。 

  
指導課副参事 はい。こんにちは。 

指導課副参事をしております、深澤と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 本日、印西市のインクルーシブ教育について、現状をということで説明

させていただきますが、その前にちょっと知っておいていただきたいこと

がございます。 

 まずインクルーシブ教育、ここに至った経緯につきましては、国連総会

（２００８年）で採択された「障がい者の権利に関する条約」というもの

がございます。ここを踏まえて、今、日本もそれに合わせて大きな波に乗

って、変わってきているってところがあります。 

 全世界で、統計的なんですけど障がいってつく方、大体全人口の６分の

１の方が、何かしらの障がいがあると言われております。 

 また、日本にいる小学生中学生の通常の学級にいるお子さんの内、だい

たい６％のお子さんについては、特別なニーズが必要ですよとも言われて

おります。 

 これ調査の方でね、挙がってきているものがあります。 

 また世界的に見て１割のお子さんに障害があるってことも、大体統計的

にわかっている。 

 そういうことがある上での今のインクルーシブ教育というのはございま

す。 

 先ほど皆さんにお伝えしました、「障がい者の権利に関する条約」、こ

れも日本が批准しまして（２０１４年）、日本もそれに則ってやっていき

ますということになりました。 

 それに合わせて「障がい者差別解消法（２０２４年）」という法律を、

日本でも作り、それに則ってやっていきますということになりました。 

 これに合わせて、インクルーシブ教育っていうものが、学校現場でもす

ることになっております。 

 このインクルーシブ教育になりまして、大きく変わったところが、目の

前のスライドにあるところになります。 

 まずは、一部のお子さんが対象ではないということです。 

 すべての子どもたちがその対象でありますということ。 

 障がいを持っているお子さん、そうじゃないお子さん、みんなが対象で

す。 

 それからその制度の内容につきましては、お子さん一人一人の多様性、

それぞれ尊重する。 

 先ほど教育長も伝えておりましたが、一人一人の多様性を認めて大切に

していく。 

 それから障がいを持っている方、その障がいを持っている方の力を最大

限発揮発達、それを目指したものです。 
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 それで可能な限りみんなと一緒に学んでいきますっていうものになりま

す。 

 実際に教育現場の方でやっていく場合には、ここのところ、連続性のあ

る多様な学び場、この後、説明いたしますが、１つの学び場ではなく、い

ろんな学び場を用意して、その人その人が自分の能力を最大限発揮でき

る。 

 そういう教育制度ですってことになります。 

 ですので、すべてのお子さんが通常の学級で学ぶというものではござい

ませんので、そのところを今一度ご理解していただけると嬉しいです。 

先ほど、連続した学びの場っていうところをお伝えしましたけど、その

場の中で子どもたち、できれば一緒にできるものについては、同じ場所で

学ぶもちろんそれを目指しています。それは強く言います。 

 ただし、お子さんの今の教育的ニーズ、何が必要かなっていうところ

に、こんなところで困っている、こんな支援が必要だ、そういうところ、

それを的確にとらえて、答える指導をやっぱりしていく必要がございま

す。 

 そのことが今、小中学校、印西市の小中学校の方でも行われておりま

す。 

 今ここのスライドの半分から下のところですが、色づけをしているとこ

ろがあります。 

 白い色になっているところは通常の学級で行われているものです。薄い

緑色のものは、特別支援学級で行われているものです。一番右側の濃い緑

になっているのは特別支援学校、こちらは県立の特別支援学校になります

が、行われているものになります。 

 そして、今ここの中には四角だけで、９個１０個の四角があるので、そ

れだけの連続した学びの場が用意されております。 

 この中で、昔、昭和の終わりぐらいですかね、になりますと、子どもた

ちは、自分の決まった場所で１日学ぶっていうのが当たり前でした。 

 でも今は違います。 

 支援学級に入っているお子さんにつきましても、１日中、支援学級で過

ごしているお子さんは基本的におりません。 

 すべての支援学級の子どもたちが、１日中どこかの時間でやっぱり通常

学級で学ぶ時間がございます。 

 それで子どもたちの中には、どうしても大きい人数、人がいっぱいいる

とかすごく苦手である。 

 そういうところでやっぱり支援学級の方や、通常学級で学ぶのが難しい

お子さんもいます。 

 先ほど質の高い教育って話が、野﨑副市長の方からもございました。や

はり、子どもたちにとって質の高い教育は何かと考えたときに、その子ど

もたちが、その時間時間、１時間で、わかる、できる、その上で、自分が

満足できるってことが大事になってきます。 
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 その通常学級そこにいたからできるというものでもございません。そこ

をぜひご理解していただきたいと思います。 

ではその学ぶ場を考えるときに大事にするものでございます。 

まず、一番は授業の内容がわかるということになります。 

もちろんこちらについても合理的配慮をしっかりして参ります。 

その中で授業内容子ども自身がわかるってことになります。子ども達が

やって達成できた、嬉しいってことが、実感できるってことになります。 

そうして３つ目ですね。 

充実した時間を過ごしている。 

子どもたちが意欲的に自主的に学習に学んで学習したなって感じること

のできる時間がどこで過ごせるか。 

またその時間、子どもたちの今、そしてこれからを考えて教育の方をし

ていますので、その学びが将来の自分に将来の自分の可能性、そういった

ものに繋がるものになっているか、ということが大事になっております。 

今、子どもたちの中で、なかなか授業の方はできるんですけど、翌日の

授業をどうしようかな、学校行きたくないなんて子どもたちもいます。 

今そんな中でちょっとわかってきていることは、その授業の中で子ども

たちが満足感を得たかってことがあります。 

先ほど教育長からあった、生徒指導的な配慮の考えを持つということは

もちろんして参ります。それをした上で、子どもが満足するというところ

が次の日の登校に繋がります。次の時間の学習に繋がります。 

そこがしっかり用意できるかってことが大事になってくると考えており

ます。 

 そのために印西市は、特別支援学級の子どもたちも増えていますけど、

職員の方も研修の方を進めております。 

また通常の学級のお子さんも、支援学級の方の通級を利用しているお子

さんも多数ございます。 

 お子さんによって自分に合うもの、満足ができる学習の方を進めている

ところです。 

最後にこれからというところで、やはり大事なのは、この学習の場を考

えるときに、先ほどお伝えしました、子どもたちの学ぶ本質的な視点がし

っかり重視されているか。そこが一番になります。 

それから子どもの求めるもの、的確にこたえる指導が提供できるか。 

また、今までもこれからもそうなんですけど、連続したいろいろな学び

の場を提供できるか。 

それから、市としましては、合理的配慮の観点から基礎的環境整備とい

うことがございます。子どもたちが学べるように、ハード面で、また周り

の市町村と考えて、同じぐらいの環境を提供することができるかってこと

になります。 

こちらについても、特殊なものを用意するっていうものではなくて、そ

の市でできる中で精一杯やっていくっていうものになっております。 
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それから、先ほど、すべての子どもたちが対象ですよってことをお伝え

しましたが、ということは、すべての教員も、特別支援教育のことをしっ

かりわかってないといけません。 

当然、現在の大学の教職課程では特別支援教育、すべての教員が学んで

いますけど、やはり年齢が上の教員は、そういう時間がすごく短かった

り、なかったりしている教員も実際のところおります。 

ですので、もう年齢関係なく、すべての教員を対象とした充実が必要に

なります。 

 また、地域保護者の方にも特別支援教育、こういうことだよ、というこ

とをやっぱりこれからも啓発し続けていくことが必要と考えます。 

 簡単ではございますが、私の方からインクルーシブ教育の説明を終わり

にさせていただきます。 

 以上です。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

最後に継続っていう言葉が少し引っかかっていまして。逆に何を変えた

ほうがいいっていう、要は現状の課題とそれに対してどういった対応をし

ていくべきかというところについて、担当の方でもいいですし、部長でも

教育長でもお考えがあれば教えていただけると幸いです。 

 教育長の方からお願いします。 

  
渡邉教育長 １つインクルーシブ教育の説明を今していただきました。 

今、最後にですね全教職員がという話が出たと思います。 

特別支援学級の担当担任だけが研修を受けて、子どもたちにということ

ではなくですね、すべての教員が、このインクルーシブまた特別支援教育

についての知見を深めていくということが求められています。 

 先ほどあったように通常学級にも多くの特別なニーズを持った子どもた

ちいっぱいおりますので、すべての教員がやっぱり学んでいくっていうこ

とが大事、専門性を高めていくっていうことが大事だなと。 

そのための研修を考えていきたいと思っています。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

これっていうのは、具体的に言うと、教職で何年目ぐらいの先生がた

に、例えばどういった頻度で、どういった教育をするっていうような、具

体的に言うとどういうことを今検討されているんですか。 

  
渡邉教育長 はい。 

これ文科省も言っていることなんですけれども採用されて１０年以内、

若い教員ですね、に複数年、特別支援学級の担任を経験させることが求め

られています。 

ですので、私たちもそれになかなかぴったりすべての若手にということ

は教員の配置上の問題でできませんけれども、できるだけ各学校の校長た
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ちはそれを意識して校務分掌を割り振っている、そんな形でやっていま

す。 

  
藤代市長 

（議長） 

シニアの少しベテランの先生方なんかどうなんですかね、その辺りっ

て。 

  
渡邉教育長 はい。 

実際ベテランの方も多く、特別支援学級の担任をしていただいている方

がいます。いろいろ、やはりその方たちも勉強を個人的にもして、子ども

たちに不利益がないようにということは、考えてやってくれていますけれ

ども、そちらも多少課題はあります。 

  
藤代市長 

（議長） 

多分それぞれにもう少し解像度を上げたほうがいいかなという気がして

いまして、この全体像の説明について非常に理解が進んだなと思ってい

て、私も全体像について、なかなかこうちゃんと勉強する機会がなかった

ので非常にありがたい資料だなと思って拝見をしているところでありま

す。 

 一方で、当然ながら通常級であれば３５人ないし４０人以内っていう中

で、いろんな子たちがいるという課題があるとさっき伺いました。 

また、特別支援級ですね。支援学校については、確かに県の担当になり

ますけれども、支援級と支援学校と、それぞれ場所があるわけですけれど

も、やはり伺っていると、最近で言えば、障がいって言い方もあまり私は

どうなのかなと思うのですけれども、支援が必要な子、特別な配慮が必要

な子たちが増えているという中にあって、それぞれの、一応枠組みがある

わけですけどもそれぞれについて、教育委員会の方で考えられている課題

感ですかね。 

 そもそも支援する先生方、人が足りてないって話もあるでしょうし、先

生方を教育する、その研修を受けていただくっていう場合は当然ながら、

現場を離れるわけにいかないって中で、なかなかすべての方々に受けてい

ただくのは難しいってこともあるかと思うんですけれども、そのあたり、

何か今この場でお伝えいただけることがあればお伝えいただければと思い

ます。 

 逆に難しければ、今後の検討課題として、次回以降に検討させていただ

くということでもいいかと思いますし、いかがでしょうか。 

  
渡邉教育長 研修に関しては、教育センターが中心になってですね、今市長おっしゃ

った通り、学期中に担任が参加するってなかなか難しいことがありますの

で、夏休みにそのような研修を企画して、多くの教員が参加してくれてい

る。 

また、今後も参加してもらうということがあります。 

それから、やはり人が必要というところで、市の会計年度任用職員さん

を広く募集してですね、去年までは介助員という名前でしたけど、今年か
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ら支援員という名前に変えて、その方々をできるだけ多く配置できるよう

に、とは考えているところです。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。他に何か教育委員会の方から補足等あります

か。 

部長も大丈夫ですか。 

課長も大丈夫ですか。 

また教育委員の方々からいかがでしょうか。 

それでは豊田委員お願いします。 

  
豊田委員 今ですね、支援員さんのお話が出ておりましたけれども、現状の支援員

さんの数っていうのは、先ほど市長さんのお話だと、やっぱり足りてない

っていうようなお話をされていたと思うのですが、実員として、各学校に

何名ぐらいいらっしゃるのでしょうか。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

今すぐ数字って出てきますか。事務局事務方の方で。  

豊田委員 後で結構ですので、教えていただければと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 

今お伝えできることあればどうぞ。 

 

指導課副参事 学校の規模によっても配置する人数は違うんですが、どこの学校にも１

人以上は入っておりますし、多い学校は５人ぐらい入っている学校もござ

います。 

  
豊田委員 それと併せてですね、資格要件は何かございますか。 

  
指導課副参事 学習指導員の方につきましては教職免許が必要なんですが、支援員の方

にはございません。 

こちらの方で面接をして子どもに寄り添って、この人ならって方は学務

課の方で対応して採用しております。 

  
豊田委員 そうしますと、年度ごとに募集をされて、例えば会計年度職員さんです

とか、そういった方もいらっしゃるというようなことでよろしいでしょう

か。 

  
指導課副参事 はい、おっしゃる通りです。 

今年も募集しまして、昨年度よりは多くの人員を配置しております。 
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また、どうしても子どもたちの実際の数も増えておりますので、できる

だけ対応できるようにということで、毎年募集の方は繰り返ししていると

ころです。 

  
豊田委員 はい、ありがとうございます。 

そうしますと、通常の学級の中で、その障害のある子どもさんたちが一

緒に学んでいる中でですね、先生方の、労務の軽減ですとかそういったも

のにも繋がると思いますので、是非ともたくさん採用していただいて、運

営をうまくやっていただければと思います。 

ありがとうございました。 

  
藤代市長 

（議長） 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

そうですね。初回についてはこの議論でいいのかなと思います。 

今後、まずは、課題だと思いますけれども、数字は結構大事なんだと思

います。 

実際に支援員っていう場合、支援員１人当たり何人ぐらいの生徒を見る

のか、ないしは何人ぐらいの支援員の方が本来的には全市的に望ましいの

か、あとは先生方の研修の場合に、実際にその先生方に何回どのタイミン

グで受けていただくのかとかそこの研修の受講率がどうなっているのか、

ですね。 

 等々、多分数字で見ていくといろいろとさらに粒度が解像度高く、解像

度っていうか具体的に見えてくることが多いと思いますので、その辺り、

今後の検討の中でですねお示しをいただいた上で、議論をしていくとより

良い議論が深まっていくのかなと思います。 

私自身も今回、この資料をいただいて、子ども自身がわかるだろうとか

実感・達成感を持つであるとか、何を目指していくのかっていうところ

は、理解ができてきたところがあります。 

これを発射台にしてですね、より具体的な議論をしていった中で、具体

的な施策ですね。それはまさに改善点、変えていくものだと思いますけれ

ども、それも明らかにしていけると、よりよい子どもたちの場づくりに繋

がっていくんじゃないかなと思います。 

すでにいろいろやっていただいていることも承知しておりますので、さ

らに良くしていくという観点での指摘というふうに受けていただき、受け

とめていただけるといいんじゃないかなと思います。 

それでは、インクルーシブ教育についてはこのあたりにいたします。続

いて、不登校生徒支援についてですかね。 

若干全体像が、いただいている資料では掴みづらいところもあるので、

もしも事務方で、お示しすることが可能であれば、昨年度策定をいただい

た不登校支援のガイドラインだとか、指針があったかと思うんですけれど

も、それもどこかのタイミングで移せるようにしておいていただけるとい

いんじゃないかなと思います。 
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ご説明いただく際に可能であれば、現状これをやっていて、今後これを

やっていくっていうところもそうなんですけれども、それに加えて、その

前提にあるですね不登校支援に対する我々の考え方ですね、についてもお

伝えいただける範囲で少しお示しをいただくと、委員の方々も含めて理解

が進むんじゃないかなと思いますので、ご留意いただけると幸いです。 

 それではお願いいたします。 

  
教育センター

長 

はい。 

では、教育センター斉藤です。よろしくお願いいたします。 

不登校児童生徒支援のさらなる強化についてという形で説明をさせてい

ただきます。 

今、市長からちょっとお話があったんですが、現状、どのような支援を

しているか、今後どのような形で考えているかというものをまとめている

ものですので、まずそちらのほうをご説明させていただきまして、そのあ

と補足という形で説明できればと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

はじめに印西市の不登校児童生徒の支援状況についてご説明します。ス

ライドをご覧ください。 

 従来からの支援として市教育支援センター、２ヶ所の運営、電話相談員

の配置、指導主事による学校や保護者の相談受け付けを行っていました。 

また令和６年度には、教室に入りづらい中学校の生徒ですね、を対象に

個別の学習ができる場として、中学校８校に校内教育支援センターを設置

しました。 

市教育支援センター、校内教育支援センターの運営の運営とその役割に

ついては、後程詳しく説明させていただきます。 

加えて、令和７年度から新たに行っている支援としましては、フリース

クールへの補助金による支援、前述の校内教育支援センターの小学校への

拡充、訪問型支援の実施、心理士の配置がございます。 

小学校の校内教育支援センターについては、現在５校に設置運営をし、

徐々に利用児童が増えている状況です。 

また家から外に出ることが難しい、児童生徒の対応について、資料の７

訪問学習相談員を１名配置して家庭訪問による自宅での支援を始めていま

す。 

こちらは児童生徒の学習支援が目標となっておりますが、保護者の支援

も行うことで、専門機関との繋がりを確保していく、ということも目標の

１つとしております。 

保護者の支援としまして、今までも指導主事が対応を進めて参りました

が、心理士を配置することで、カウンセリングや心理検査、不登校の中に

ですね、発達障害等のそういう原因が含まれている可能性もありますの

で、そちらの方を専門的に特性をとらえられるように、しましてよりよい

学びの場の提案や医療機関等の紹介など、他機関との連携を図れるように

しております。 
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次年度に向けた取り組みとしましては、今出しました資料の１から５、

フリースクール利用者への個別支援、第３のまきばの設定、校内教育支援

センターの拡充、相談窓口として教育センターの役割強化、こちらが今後

一番必要になってくるものではないかなというふうに私は考えているんで

すが、これが行うことによって今後の多様な学びの場についてどのように

設置していけばいいのかということも、ある程度明確になってくるんでは

ないかなというふうに考えています。 

４の多様な学びの場の１例として、校内教育支援センターとまきばの説

明を後程させていただきます。 

なおこれらの施策については、平成２８年に出ております、義務教育の

段階における教育の機会の確保等に関する法律や、令和元年に出た不登校

児童生徒への支援のあり方についての通知、その他、心プランという、か

なり具体的に示されているものが文部科学省から示されている資料がござ

いますので、それに沿って市として行っているものとなります。 

それでは、我々が行っている不登校支援を説明する上で、どのような活

動をしているかという形で説明をしていきたいと思います。スライドをご

覧ください。 

昨年度、中学校の校内教育支援センターには、各校とも１０名から２０

名程度の利用がありました。それぞれの状況に合わせて学びを進める場と

なっています。 

センターでは、指導員の支援のもと、生徒自身が個別に学習ができる場

として利用するパターンと、学校が各教科の時間を設定して、そこに教

員、中学校の教員ですね専門の教科の英語や国語や数学の教員が来て、個

別にその時間に合わせて個別指導をすることができるというような体制を

とっている学校もございます。 

この辺りはですね、学校の実態に合わせて、学校の判断でその取り組み

を決めているところでございます。 

小学校においては、今年から運用がされました。私も全５校の視察の方

を終えておりますが、まだ各校ともまず数名の利用となっています。 

また、この教室のセンターのですね設置目的が学習を進める場というよ

うな形で設置しておりますが、小学校の場合にはですね、まず学校に来る

ことができる、もしくは少ない人数の中で活動がすることができるという

ようなことが第１目標となっておりまして、その先に学習が徐々について

くるという児童の利用が多い状況です。 

もちろん個別の学習をどんどん進めている、例えば１時間目から６時間

目まで、しっかりと時間を設定して、１時間目は漢字ドリル、２時間目は

読書の時間と個別の目標を決めてやっている児童も在籍しております。 

ただ、この校内教育支援センターにも課題がありまして、長欠傾向の児

童生徒の中には、もう学校にどうしても向かえず、家で過ごしている児童

生徒もおります。そのような児童生徒に自宅以外の安心して過ごせる場を

どのように提供していくか、受け入れていく中で、様々な生徒を１つの教

室でどのように受け入れ、学びを継続させていくかという中学校側の学校
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側の事情ですね。その辺りも検証していく必要がありますし、確認をして

いく必要があります。 

またそれでも、利用に前向きになれない、そういう児童生徒について

は、他機関とのどのように連携をしていくか、学校外の他機関とどのよう

な形で連携をしていくかということを、学校・家庭で共通理解を深めるこ

と、またその橋渡し役としてですね、教育支援センターがその役割を果た

していくことが必要ではないかというふうに考えております。 

続いて、まきばについてご説明します。 

まきばは市教育支援センター、市全体の教育支援センターとなっていま

す。 

ただし、校内教育支援センターとはまた役割が変わっておりまして、ま

きばはですね、様々な理由で学校に通うことが難しい、そういう児童生徒

を受け入れて、まず支援員さんとの人間関係を深め、安心して通信できる

ということを目標にしている教室となります。 

また、並行して学習や社会的自立に迎えるような支援ももちろん進めて

おります。 

活動としては対面による学習支援だけでなく、まきば独自の校外学習を

設定して、興味を持って子どもたちが活動、活動ができるような、教育課

程を工夫しております。 

今回、まきばの方で課題になっているのがですね、ちょっと不便な場所

にあるというか、なかなか利用がしにくい場所にあるっていうことも一因

ではないかというふうに考えております。 

草深にある緑のまきば、本埜公民館内にある森のステーションまきばの

カバー地区は主に図で示した、右側の２つの丸の中がカバー地域なのです

が、すべてをカバーできているわけではありません。 

加えてカバー想定地域内でもですね。交通の利便性が高いとは言えませ

んので、来所するための交通手段が障害になっている生徒も少なからず存

在しています。 

駅圏内であれば利便性も高まりハードルが下がると思われますが、現状

の学区別の利用想定児童生徒数を考えると、複数の候補地が挙がります。

また、場所だけでなく、支援員との人間関係からまきばを選択している児

童生徒も、多々おります。 

学校に行くことが難しいけども、まきばであれば来ることができる、と

いう児童生徒にとっての最低期間の場所については、千葉ニュータウン駅

前地域と牧の原駅前地域の２つに絞ってですが、早い段階で最適解の場所

を導き出したいと考えています。 

校内教育支援センターも、まきばも多様な実態の児童生徒に多くの選択

肢を提供することで、安心してまとめ学べる場を提供することができるよ

うに取り組んでいるものです。 

ただし、不登校となっている児童生徒の状況は非常に様々で、すべてを

この公的機関だけでカバーできていない実態もあります。 
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ですので、今後は児童生徒の実態に合わせた多様な学びの場の提供がで

きるように我々ができることが何か、加えて、公的機関以外のフリースク

ールとの連携なども含めて、その支援のあり方については、調査研究を進

めていきたいというふうに考えております。 

私からの説明は以上となります。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

昨年度指針を作成をさせていただいたという理解をしています。間違い

あればご指摘いただければと思いますけれども。 

学校のいわゆる教室があって、そこに通えなくなった子たちに対して、

様々な選択肢をまずはご用意しようというところなのかなというのが基本

的な考え方だと理解をしています。 

まずは、教室には行けないんだけども、学校にはどうにか来られる子た

ちについては、この校内支援センターですか、学校内のフリースクールの

ような位置付けになりますけれども、それを言うとまた怒られちゃうと思

うんですけれども。 

校内支援センターですね、こちらについてももともと中学校だけだった

のが中学校の前に、やっぱり小学校の段階で不登校になっている子たちが

多いわけなので、小学校の段階でそういった子たちの居場所を作ろうとい

うことで、小学校内に今回この学校内の居場所をふやしていただいたとい

うところが１つですよね。 

あとは、当然ながらその学校に来られない子どもたちの公共としての居

場所としてまきばという話もありましたけれども、これについても、数を

増やしていこうという話。 

あとは、そういった子どもたちがやっぱり公共で馴染めないという子た

ち向けに、民間の貴重な受け皿になっていただいてフリースクールがある

わけなので、そういったフリースクールに対しても、経済的な支援を今年

度から始めさせていただいたというところですよね。 

加えて外に出られないっていう子たちがいるわけなので、おうちにいな

がらにしても学べるようなそうした仕組みも今構築をしていただいている

というところで、なるべくすべての子どもたちに色々な、きめ細やかに対

応できるような施策を網羅的に打っていこうということが、我々の基本的

な方針という理解でおるんですけれども、そういった理解でよいのか、少

し補足等々、ないしは誤っている点があればご指摘いただければと思うん

ですけどいかがでしょうか。 

センター長の方から。 

  
教育センター

長 

今、市長にご説明いただいた通りです。 

ただですね、自分の中で教育センターの中で、先ほど整理しなければい

けないといったことなんですが、こちらは今設置しているまきば、あと校

内教育支援センター、こちらの役割も、やはり子どもたちが、多様な子ど

もたちが通ってきていますので、その内容についてやはり整理をして、学
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校と共通理解をしなければ、保護者の方にも説明できませんし、何よりも

子どもたちがですね、安心して来ることはできないというふうに思ってお

りますので、そのあたりをちょっともう一度、もうちょっと整理をしなけ

ればいけないかなというふうには考えております。今、市長がおっしゃっ

たように、学校に来られないお子さんがまきば、学校に自力で来られる子

で教室になかなか入れない子は、校内教育支援センターというような形の

考えで、間違いないというふうに思います。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

私の記憶が正しければですけれども、最近で言うと、小中合わせて３０

０名ぐらいでしたっけ。 

 不登校の子たちがですね。 

  
教育センター

長 

はい。 

大体小学校だとパーセンテージで出てしまうんですが、人数ではなく。

小学校で１.９３％、中学生、中学校になると５.１９％。ぐらいですね、

人数でいうとざっくり１５０名ずつぐらいが今不登校というような形で

す。 

全国平均に比べては低いと言えば低いんですが、平均と比べるような数

字ではございませんので、これをなるべく少なくするためにはどうしてい

くかというところを考えていかなければいけないなと思っております。 

  
藤代市長 

（議長） 

おそらくそういった傾向の子たちを含めるともう少し多くなってくるっ

ていうことになるんですか。 

  
教育センター

長 

一応この数字が年間で３０日以上の、長欠傾向にあるというような形と

なっておりますので、病欠とか、その他特別な事情は省いております。 

  
藤代市長 

（議長） 

おそらく今後論点になってくるのがある程度そのいろんな受け皿を作っ

ていただいてるところだとは思うので、現状、不登校の子たちないしは実

は学校の中にいながら、いろんな悩みを抱えていくたちがどれぐらいいて

それに対して、それぞれの受け皿がどれぐらい利用されていて、逆言うと

その受け皿の外側にいる子たちがどれぐらいいて、その子たち、どう雇う

としていったらいいのか、また既存の受け皿について、どういう改善とい

うかどう変えていくといいのか、さっきセンター長の方からも、ちゃんと

整理していかなくてはという話もありましたけども、その辺りが論点にな

ってくるのかなと思いますので、引き続き、議論させていただけると幸い

かなと思った次第です。 

教育長、何か補足で、今の点含めて大丈夫ですか。 

他に教育委員の方々から何かあれば。 

すみません、私ばっかりちょっとしゃべってしまって申し訳ないです。 

 豊田委員。  
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豊田委員 はい。 

今年度から、市教育委員の取り組みとして、⑤のフリースクールの経済

的支援というものが挙げられておりますけれども、教育委員会の定例会の

方でも一度お聞きしたことがあるんですけれども、市内におけるフリース

クールの数というのは、その時、１団体だったような気がするんですけれ

ども、４月現在で経済的支援の申請が提出されている団体というのはどの

くらいあるか、おわかりになれば教えていただけると。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

教育センター長お願いいたします。  

教育センター

長 

現在申請を検討している団体が１団体、あと、お問い合わせが２団体あ

ったんですけども、その２団体に関しては、今回の申請の規約に照らし合

わせると、ちょっとなかなか難しいというところもありました。 

今の現在的には１団体が、申請予定という形です。 

  
豊田委員 はいありがとうございます。 

併せてもう１点伺いたいんですけども、このフリースクールについて

は、市内、市外にももちろんフリースクールあると思うんですが、そちら

の利用については、やはり今後の次年度以降のですね、家庭への補助です

とか、そういったものについても認めていく。今の段階でちょっとこれを

お聞きするのはどうかと思うんですが。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

これは教育長の方から、検討中でもいいですし。 

渡邉教育長 はい。 

結論は検討していくっていうところで、今の時点で来年度以降、他市に

通っている、あるいは他市から入ってきている、そういったお子さんは家

庭に対する補助については決まっていることはありません。 

これから考えていく１つのことかなと思っています。 

  
藤代市長 

（議長） 

支援というのは、両面あって施設の側と、あとは生徒さんとか児童とい

うかご家庭の側と利用者の側と、両面あるわけですね。 

印西としては両面支援をさせていただきたいというところがあるわけで

す。 

また、今はフリースクール向けの支援があるわけですけれども、それに

加えて来年に向けては、委員もご承知の通りで、ご家庭向けにどう助成を

していくかというところが始まるわけですけど、当然ながら、どこのフリ

ースクールに通っていても、印西市の子どもであることは変わらないの

で、その辺りは勘案した上で検討していきたいというのが私の思いであり

ます。 
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もう１つ、今県の方でも、先般熊谷知事が２期目、再選された後に、６

月の補正予算というのを組まれたんですね。 

通常、その選挙がある場合って、当初予算って骨格予算と言われる基本

的なものしか組まないんですよ。選挙が終わった後に、自分がやりたい政

策っていうのを積み上げて補正予算を作っていくわけなんですけど、その

中にも、今回、フリースクール向けの支援というようなものも含まれてお

りましたので、そのあたりについては県とも連携をとりながらですね。な

るべく、私としては印西市の子どもたちもなんですですけれども、子ども

に市の境目も何もないので、なるべくであれば県全体としてそういった支

援策を導入いただいて、すべての子どもたちにそういった支援が行くよう

な仕組みを作っていただけるように県の方に引き続き我々としても要望、

働きかけをしていきたいということも併せて考えているところです。 

  
豊田委員 ありがとうございました。 

最後に、文科省の不登校の原因の調査ですか。あれを見ますと、１位

が、『本人の不安・無気力』だと思うんですけども、無気力といってもい

ろいろあると思うんですね。その子どもさんの立場でですね。そういった

中で、今回７年度から、心理士の配置、あとカウンセリング、他機関との

連携強化、大変頼もしい対策だと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

 以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

  

今の最後の点、何か教育長ありますか。  

渡邉教育長 ご承知のように、不登校、或いは不登校傾向の子どもといってもその原

因は、本当に多種多様といいますか、はっきり言って、これだっていう原

因がない子がほとんどです。 

本人もわからないし、学校の教員もわからない。どうしてっていうのが

多くの子どもにあります。 

ですので、大きな視点から考えれば、どういうことに原因があるんだろ

うかっていうのは常に探っていかなきゃいけませんけれども、個々の子ど

もたちに対応するときには、その原因も考えつつ、でもこの子にとって、

何ができるのかな、どういった支援ができるのかなっていうことを、一緒

に考えていくっていうことが大事なのかなというふうに考えております。 

  
藤代市長 

（議長） 

昨日、とある市内の民間の市民の方々が開催された勉強会の方に少し顔

を出させていただいて、その場でも、不登校支援を長らくされている古山

先生という方の講演も伺ってきたわけなんですけれども、やはり最近、科

学的なエビデンスに基づいて、なぜ無気力が生じるのかと、その辺が何か

というようなことについても議論がされているといったお話もありました

ので、我々としてもそういった知見もしっかりと生かしながら、１つ１つ
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の政策を打っていくことも大事なんですけども、全体として何が原因で、

それに対してどういう順番でどういう政策を打っていくと、子どもたちに

とって本当にいいのかっていうところは、やっぱり全体感と科学的なエビ

デンスを持って検討してくことが大事だと思いますので、そういった観点

について忘れずに踏まえた上で議論していきたいと考えているところです

ね。 

よろしいですかね。はい。 

続いて、学校の規模の話ですかね。こちら指導課と学務課とそれぞれ決

まっていますか。 

まずは指導課長からですかね。お願いします。 

  
指導課長 指導課の岡田でございます。 

私より学校の規模の違いによって、実際どんな違いが現場で起きている

のかというお話について説明をさせていただきます。 

本市におきましては、児童生徒数が減少している地域と宅地開発などに

より、児童生徒数が増加している地域が、混在しております。 

小中学校においては、小規模化、大規模化が同時に進行しているのが本

市の現状でございます。 

画面、学校規模の現状の表をご覧ください。 

こちらは５月１日現在の学校規模の現状です。 

本市が学校の規模を５つの区分で、分けているのですが、過小、小、適

正、大、過大規模の区分に整理したものです。 

小学校では過小規模が１校、小規模が６校、適正規模８校、大規模が１

校、過大規模２校でございます。 

中学校においては、過小規模１校、小規模５校、適正規模３校、大規模、

過大規模がともに０校でございます。 

これら、この後ですね大規模、小規模この２つの比較をしてですね、どの

ような現状があるのかをお話していきたいと思います。 

私自身が小規模校で宗像小や、開校初期の牧の原小で勤務した経験や、

その後、適正規模校から大規模校へと変化していった牧の原小学校での勤

務経験も含めて、一般論と含めてお話させていただきます。 

まず小規模校の良さなんですけれども、児童生徒同士が顔なじみで家庭

的な温かい雰囲気が生まれやすいです。さらに一人一人活躍できる場がた

くさんあります。教職員は一人一人に寄り添ってきめ細かな指導が行き届

きやすいです。 

特別教室や体育館を使いたいときなど、そういった調整についてもほと

んどストレスがありません。 

教職員間でも意思疎通が図りやすくて相互連携しやすくなります。全教

職員で全児童を見守るという体制が構築されやすいです。 

同じように保護者や地域の方々とも連携が図りやすく、緊急時の一斉下

校ですとか、保護者への児童の引き渡し等も非常にスムーズに行えます。 
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一方、課題としましては、児童生徒にとっては、多様な人々に触れる機

会というのがどうしても限られてきますので、理解を深めたり、考えを広

げたりすることが難しくなります。 

また、人間関係や相互評価が固定化しやすいときと場合によっては、特

定の児童生徒の言動が学級全体に大きな影響を及ぼすこともあります。 

球技や合唱、合奏、部活動などの集団活動においては、人数や選択の幅

に制限があったり、チームやパート編成できなかったりなどのこともあり

ます。 

また、学校運営の面からは、教職員の経験年数、あるいは専門性、男女

比など、バランスのとれた職員配置が難しくなりがちです。 

教職員１人当たりの校務分掌の負担が大きくなり、教員が出張や研修な

どで外に出かける際の補欠対応にも苦慮することが多いです。 

特に、中学校においては、教科指導の際に、勤務時間や日数に制限のあ

る講師が配置されたり、本務職員が免許外の指導を余儀なくされたりする

こともあります。 

水泳指導、下校指導など、できる限り多くの大人の目が欲しい際にも、

割り振りできる教員が少なくて、児童生徒の安全面に不安が生じます。 

細かいところで言いますと、修学旅行や校外学習、卒業アルバムなどの

費用の面で、保護者の経済的負担の大きくなってくる可能性もあります。 

こうした課題の一部を解消するために、他の学校と直接交流をしたり、

或いはリモート交流を行ったり、多様な意見や考えに触れる機会を作りま

した。 

また、校外学習などは、同じく規模の小さい学校と合同で出かけたり、

或いは人手の足りないところには、保護者や地域の方にご協力を仰いだり

して、少しでも解消できるようにしました。 

続きまして大規模校についてです。 

大規模校の良さは、多様な人々と出会い、集団での協調性や連帯感、積

極性、向上心が育まれ、学習においても多様な方法、多様な形態で取り組

むことができます。 

運動会や音楽会などの学校行事は活気に溢れ、部活動の選択の幅も増え

ます。 

教職員は複数で校務分掌を担ったり、教材研究、教材開発を行います。 

また、教職員が出張や研修に出かける際、補欠の対応にも余裕が出てき

ます。 

児童生徒の視点からも、学級編成をする際、子ども同士の人間関係に配

慮した編成も可能になります。 

修学旅行、校外学習、卒業アルバムなど、保護者の経済的負担は比較的

軽くなります。 

一方で、大規模校の課題としましては、一人一人の役割や活躍の場が少

なくなったり、人間関係が希薄になったりなどの傾向が見られます。 

特別教室や体育館などは調整が難しくて使用できないこともあります。 
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修学旅行、校外学習では受け入れ先、受け入れ可能な施設が限られた

り、移動に時間がかかったりします。 

職員間、たくさんの職員がいますので、学級間で指導とか支援に格差が

生じないように、綿密な打ち合わせが必要です。 

そのためには多くの時間も必要となります。 

保護者や地域の方々との連携が難しくなるなどもありがちです。 

こうした課題の一部を解消するために、児童館児間と児童の間の交流機

会をふやしたり、人間関係を広げたりするために毎年学級編成し直しまし

た。 

また、代表となる機会や活躍の場が特定の児童に偏ってしまわないよ

う、多くの子にそうした機会が設定されるように考慮しました。 

校外学習や修学旅行については、実りある体験となるよう、行き先や時

期を変更しました。 

今まで申し上げました通り、規模の大小によってそれぞれ良さもあり、

課題もあるのが現状です。 

各々の学校の児童や地域の実態を踏まえ、それぞれにある良さは最大限

に生かし、課題はできる範囲で改善、解消を図るなどの学校組織マネジメ

ントが必要であると考えております。 

私からは以上です。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

それでは続いて学務課の方からお願いいたします。 

  
学務課長 引き続き学務課からは、学校適正規模適正配置の現状、あわせて将来の

推移についてご説明いたします。 

印西市は地理的な利便性や強固な地盤と、質の高い都市環境を背景に、

千葉ニュータウン地域の集中的な開発が行われ、毎年度新たに子育て世帯

の流入があり、小学校及び中学校の学校規模の差が広がっております。 

資料をご覧ください。 

小学校における学級数を予測したものでございます。 

令和７年度と令和１３年度を比較したものとなっております。 

まず、大規模校につきましてご説明いたします。 

令和７年度においては、大規模校となっているのは、原小学校、牧の原

小学校及び小倉台小学校となっており、内、原小学校及び牧の原小学校に

つきましては、過大規模校となっております。 

なお、原小学校は令和１１年度に５１学級の予測となっておりますが、

分離し、仮称東の原義務教育学校を、新設することで過大規模校化の解消

を図って参りたいと考えております。 

続きまして小規模校についてご説明いたします。 

令和７年度において１１学級以下となる小規模校は７校でございます

が、令和１３年度においては９校に増加する予測となっております。 
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船穂小学校は学内の開発が見込まれ、過小規模校が解消される予測とな

っておりますが、平賀小学校が複式学級は２学級となり、過小規模校化す

る予測となっております。 

次に中学校についてご説明いたします。 

令和７年度時点では、大規模校はございません。令和１３年度において

は、西の原中学校が大規模校の予測となっておりますが、分離し仮称東の

原義務教育学校を新設することで、ピーク時４２学級の予測となっている

西の原中学校の過大規模化の解消を図って参りたいと考えております。 

続きまして小規模校についてご説明いたします。 

令和７年度においては、１１学級以下となる小規模校は６校でございま

すが、令和１３年度においては、５校となる予測となっております。 

本埜中学校は過小規模校となっておりますが、令和１３年度においても

過小規模校のままの予測となっております。 

最後、児童生徒数から見た現状についてご説明いたします。 

児童数生徒数をご覧ください。 

図の矢印につきましては、中学校区ごとに児童生徒数の合計数を出し、

令和７年度と令和１３年度を比較したものでございます。１０％以上の増

加が予測されるものにつきましては、赤、１０％以上の減少が予測される

ものは黄色でお示ししております。 

西の原中学校区、滝野中学校区、船穂学校区及び印西中学校区が増加傾

向にあります。 

小林中学校区、本埜中学校区、印旛中学校区は減少傾向となっておりま

す。 

説明は以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

それでは、今の説明に対して質問、コメント等々ある方はお願いしま

す。 

教育長、何か補足等々あれば。大丈夫ですか。 

大分皆さんあれですか、長丁場になってきて。 

少しお伺いというか、ご相談も含めてなんですけれども、今小規模校の

話がありましたけれども、その小規模校、大規模校についても、それぞれ

特色ってのが、１つ大事になってくるんだと思うんですけれども、小規模

校これからおそらく増えていくという中にあって、例えば他の自治体さん

でいうと、オランダで普及しているイエナプラン教育であるとか、複式学

級の中で自分たちで学びのあり方ですかね、自分たちで解決を組んで、子

どもたちがですね、学びを進めていくとか、複式学級ならでは、例えば上

級生のお兄さんお姉さんたちが下級生の子どもたちに勉強教えていくであ

るとかまさにその、社会の縮図ですよね。 

そういった新しい学びを展開していけるっていう、単に規模が小さくな

っていくから、どうしようかっていうことを超えてですね、新しい学びの
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選択肢を示す、ある意味においてはチャンスなところもあるのかなと思っ

たりはするんですけれども。 

そのあたり、教育委員会として考えているようなことがあればぜひ教え

ていただけると幸いかなと思います。 

  
渡邉教育長 はい。 

今のところの中心は大規模校化、過大規模校化をどうするかっていうと

ころに、どちらかというと重きを置いてここのところを考えて進めて参り

ました。 

こちらの方がある程度方向性が見えてきた段階にきつつあるので、これ

からこの小規模校についてどうしていくかと。 

 今、市長さんおっしゃられたような教育の質の問題ですよね。 

そういったところについてこれから具体的に考えていかなければいけな

い。 

今現在で小規模校について、質に関して、こうしていくとかっていう具

体的なところはまだ検討以前というところでございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

かなり私が就任してから、また渡邉教育長が就任してから９か月程度経

つわけですけれども、やっぱり大規模校特に原小学校の問題についてどう

対応するかというところで１つの決着が見えてきたところはあるわけで

す。 

なるべく早く、教育長のおっしゃる通りで数の議論に終止符を打ちたい

というのが思いですね。 

次にその質の話をしていきたいというとこですかね。 

今、数としてお示しをいただいたわけですけれども、これに対してやは

り適正な規模に収めていくというところが、最初の論点だったわけですけ

ども、次の論点としてはその中で、それぞれの、学校ごとの特色をどう持

たせていくか、さらに言えば、公教育の範囲内でできることをどこまで突

き詰めていくのかという段階になっていくのかなと思いますので、そのあ

たりは今後の検討を論点として皆さんと議論できればと思っています。 

その上でもう１点、学区の考え方ですね、今まではやはり自分が生まれ

育ったとか、自分が住んでいる地区の学校に通うというところが１つのス

タンダードというか。標準だったわけですけれども、これだけいろんな規

模の学校がある中で、果たして自分が住んでいるところの学校が最適なの

かっていうところは、やっぱいろいろとあるんだと思うんですよ。 

ですので、例えば学区を越えていろんな選択肢を教育の中でお示しをさ

せていただいてそこへの、アクセスをしっかり確保していくってことも１

つの選択肢ではあるのかなと思っています。 

ですので、そのあたりの論点は、これからまさに教育大綱と教育振興基

本計画の議論の中でないしはそれを踏まえた上で、皆さんと議論をしてい

かなければいけない大きなテーマの１つかなと思っています。 
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実はこれが一番難しい話で、実際の学校っていう場所が紐づいてくるの

で、当然そこにはいろんな歴史がある中で、どういう学校のあり方を作っ

ていくのかっていうのが、一番実は難儀をするところでありますけれど

も、逆に言うと一番私は可能性があるところかなと思っておりますので、

ぜひ前向きな議論をさせていただけるとありがたいかなと思っておりま

す。 

というところで、一旦ここで、今の教育の現状というところについては

ご説明いただいたところかと思いますので、最後に、今後の教育大綱と教

育振興基本計画の検討の進め方というところで、企画政策課の方からご説

明いただければと思います。 

  
企画政策課長 それでは最後になりますが、印西市教育大綱の策定について説明をさせ

ていただきます。 

冒頭、市長の説明と大分重複する部分がありますので、少し先の方へ送

らせていただきながら、こちら２－１というところから説明をさせていた

だきます。 

初めに、教育大綱でございますが、こちらの地方教育行政の組織及び運

営に関する法律に基づきまして、市の教育、学術及び文化の振興に関する

総合的な施策を展開していくための指針ということでございますが、法律

上、策定が義務づけられているものとなってございます。 

それで、教育大綱を定めまた変更するときは、総合教育会議において協

議することと規定されてございます。 

次に、教育振興基本計画というものもございます。 

こちらは、教育基本法に基づき、市の教育や学びの方向性を示すもので

ございますが、こちらは計画を定めるように努めなければならない、と規

定されております。 

必須ではございませんが、いわゆる努力義務という形になります。 

こちらの年数には違いがございますが、いずれも令和７年度までの計画

期間となっております。本年度で計画期間が切れるということでございま

す。 

続きまして、こちらが現在の計画のそれぞれの概要といいますか、関係

性を示すものとなりますけれども、ちょっと字が小さくて中身なかなか読

めないかと思いますが、茶色の部分が総合計画、教育大綱、また、教育振

興系基本計画で整合を図っている部分となります。 

白い部分が教育振興基本計画の方に、さらに基本理念、基本方針主な取

り組みということで、現在記載をされているところでございます。 

これからが、今後の次期教育大綱及び教育振興基本計画、仮称印西市教

育ビジョンとでも申し上げればいいのでしょうか。今後の策定の方針でご

ざいます。 

これまでは、お互いに整合を図りながら、作っておりましたけれども、

いずれにしても別々に策定をしてございました。 
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市長からも説明がありました通り、これらを市長部局、また教育委員会

が目指すべき教育の方向性を一緒に考えて、同じ方向を向いて、印西市の

学校教育、また教育行政を推進していくことがベストであると考えまし

て、１つのものということで策定して参りたいと考えております。 

なお、文部科学省通知の方で、教育大綱につきましては、国の教育振興

基本計画における基本的な方針を参酌して定めること、また、地方公共団

体の長が総合教育会議において教育委員会と協議調整して、教育振興基本

計画をもって大綱に代えることと判断した場合には、別途大綱を策定する

必要がないとされておりまして、要するに１つにするということは可能と

いうことでございます。 

次のページでございますが、次期の計画期間は令和８年度から令和１２

年度までの５年間として参りたいと考えております。 

続きまして計画の位置付けでございます。 

次期印西市教育大綱及び教育振興基本計画につきましては、国県の教育

振興基本計画を参酌し、また印西市総合計画、こちらも令和７年度までと

なっておりますが、次期総合計画を現在策定しておりますが、それらと整

合を図りながら策定することとしたいと思います。 

また、計画内容につきまして、これまで教育振興基本計画につきまして

は、具体的な取り組みまでですね、示しておりましたけれども、毎年市の

実施計画ですとか、教育委員会で教育施策というものを策定しまして、具

体的な事業の推進を行っているところでございます。 

したがいまして、次期、１つにするその教育大綱及び教育振興基本計画

につきましては、基本的な考え方といたしまして、基本的な方針、また目

標、目標を達成するための戦略、こうしたところを表記して参りたいと考

えておりまして、事業の推進評価につきましては、実施計画、また教育施

策を持って行って参りたいと考えております。 

次に（３）検討体制でございます。 

総合教育会議の下に市長部局、また、教育委員会で構成する庁内のワー

キンググループを組織いたしまして事務的なところを行って参りますが、

総合教育会議の場では、外部の有識者等の講演なども、入れながら、皆様

と議論を深めて参りたいと考えておりますが、いずれにしましても総合教

育会議の議論というのが、中心になって参ります。その上で策定を進めて

参ります。 

続きまして、市民意見の反映でございます。 

児童生徒、教職員、また保護者を含む市民の方々から、それぞれ初期段

階から幅広く、意見を聴取し、計画を策定して参ります。 

最後に、スケジュール案でございますが、市民の皆様の意見聴取を行い

ながら、現在、私のほうで説明させていただいたような内容でですね、委

員の皆様からご賛同の方向をということでご了解をいただければですね、

６月中に、今説明した内容、このスライドで説明している内容を策定基本

方針という形に落とします。 
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それで確定をさせていただきまして、今後、６月中に確定、それで大き

な流れですと１２月に素案の確定、３月末までに計画の決定及び公表を行

うスケジュールでおります。 

この中で特に市長からも説明があります通り、総合教育会議の場が議論

の中心ということになります。 

教育委員の皆様には大変なご負担をおかけすることとなりますが、何卒よ

ろしくお願いいたします。 

説明は以上でございます。 

  
藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

ただいまの説明についてご質問等々あられる方いらっしゃればお願いし

ます。 

こちらの進め方で皆さんご了承いただけたということでよろしいです

か。 

 はい。ありがとうございます。 

 この場の議論の量が増えますので、皆さんにはご負担は増えますけれど

も、やっぱりこういう場で議論をしていくというのが、長期的に見ると大

事だと思いますので、ぜひ前向きにご協力いただけると幸いです。 

前向きにご協力いただける方が委員を務めていただいてるとこもありま

すので、そこは心配しないところありますけれども、よろしくお願いしま

す。 

一旦今日の議論を踏まえた上で、いろいろと今後、検討しなきゃいけな

いところも幾つか見えて参りましたので、そういったところについては、

一旦事務局の方で持ち帰って検討いただいて、今後どういうスケジュール

で進めていくかというところについても具体化を進めていければと思いま

すので、ご協力をよろしくお願います。 

一旦、議事は以上になりますけれども、最後、教育長と私と一言ずつ、

最後に締めの言葉を少し、それぞれ１つお伝えした上で事務局の方にお戻

しさせていただきます。 

  
渡邉教育長 では、今日からこの議論が始まったわけですけれども、今年度中に策定

をして来年度から実際に計画期間５年間というのが始まるというところ

で、これからの印西市の教育の一番基本になる大綱、振興計画、仮称教育

ビジョンですかね。 

それの策定にこれから入っていきます。 

委員の皆さんには本当にご負担かけますけれども、一緒に考えて議論を

して、いいものを作って参りたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。 

  
藤代市長 

（議長） 

教育長のおっしゃったことがすべてで皆さんと、教育ビジョンですか。

これを作っていければと思います。 
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この作っていく過程そのものが、この教育、市の教育のあり方をもう一

段次のステージに進めていくような、そうした場になっていくかと思いま

すので、なかなか職員の方々には負担をおかけしてしまってることについ

ては、すごく私としても申し訳ない気持ちもあるんですけれども、そこの

先にですね、必ず子どもたちの未来にとって、教育の場が繋がっていくと

思いますので、引き続き、今日傍聴いただいた方 ＹｏｕＴｕｂｅライブ

ご覧いただいた方も含めてですね、ご協力賜ると幸いであります。 

それでは以上で、議事は終了となりますので事務局の方にお戻しをさせ

ていただきます。 

  
企画政策課長 

（進行） 

ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして、令和７年度第１回印西市総合教育会議を閉

会いたします。 

長時間にわたりお疲れ様でございました。 

 

 (午後４時３０分) 

 

印西市総合教育会議設置要綱第８条の規定により、上記会議録は、事実と相違ないことを

ここに承認する。 

 

令和７年６月２６日  印西市教育委員会委員   屋敷 毅   


